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田村正彦市長
施政方針演述

高橋北英教育長
教育行政運営基本方針と重点演述 （ 詳しくは、3ページを

ご覧ください。 ）

教
育
基
本
法
や
学
校
教
育
法
の

改
正
に
伴
い
、
平
成
21
年
度

か
ら
新
学
習
指
導
要
領
が一

部
先
行
実
施
さ
れ
ま
す
。

「
確
か
な
学
力
、
豊
か
な
心
、

健
や
か
な
体
」
に
支
え
ら
れ
た

「
生
き
る
力
」
の
育
成
は
、
基
本
理
念
と
し
て
継
続
さ
れ

ま
す
が
、
思
考
力
な
ど
に
課
題
が
あ
る
の
も
明
ら
か
で
す
。

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、「
健
や
か
な
、
創
造
性
あ
ふ
れ
る

人
材
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
基
本
に
据
え
、
国
、
県
の
動
静

と
呼
応
し
な
が
ら
、
21
世
紀
の
本
市
を
担
う
人
づ
く
り
を

目
指
し
、
教
育
・
文
化
的
活
動
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
は
、
景
気
下
降

が
さ
ら
に
厳
し
く
、
長
く
な

る
と
予
想
さ
れ
、
経
済
状

況
を
念
頭
に
置
い
た
行
政

運
営
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
着
実

に
事
業
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
市
長
就
任
時
に
公
約

し
ま
し
た
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
共
に
考
え
、
共
に
努
力
し
て

「
農
と
輝
の
大
地
」
を
創
る
た
め
に
、
平
成
21
年
度
は
集

大
成
の
年
と
位
置
付
け
て
お
り
、
今
後
も
公
約
実
現
の
た

め
に
鋭
意
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

国
で
は
、
緊
急
経
済
対
策
と
し
て
雇
用
確
保
対
策
事
業

や
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
活
性
化
事
業
を
展
開
し
て
お
り
、
本

市
で
も
国
の
動
向
な
ど
を
的
確
に
把
握
し
、
財
政
措
置
を

講
じ
な
が
ら
施
策
展
開
に
当
た
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
自
然
と
共
生
す
る
」「
連
携
に
よ
って
築
く
」「
健
や
か
な

創
造
あ
ふ
れ
る
」
の
市
総
合
計
画
基
本
計
画
の
実
現
に
向

け
て
、
誠
意
努
力
、
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　２月24日から３月18日まで、市議会第 1回定例会を開催しました。本定例
会では、新年度に実施する事業や予算などを中心に審議しました。初日には、
新年度の施政について所信を述べる「施政方針演述」を実施。田村正彦市
長は、初代市長としての任期が最終年度であることを踏まえ、「集大成の年と
位置付け、公約実現のため積極的に取り組みます」と決意を述べました。一
般質問では、会派代表の４人を含む14 人が登壇し、市当局に雇用対策などの
考えを求めたほか、議案審議では、全 61議案を原案のとおり可決しました。

3 月 20 日、新町幼稚園閉園式で閉園記念コンサートが行われました

定
額
給
付
金
な
ど
決
定

3月定
例会
全
61
議
案
を
原
案
の
と
お
り
可
決
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▶循環型社会の形成（小水力発電所の実施設計）
▶西根バイパス（総合運動公園入口までの用地買収に
着手、平舘保育園付近までの用地測量）

▶道路整備（継続＝市道日影山蟹沢線など４路線、新規
＝県道焼走り線、市道八幡平温泉郷幹線など３路線、
市道掘切東線など４路線の概略設計）

▶スマートインターチェンジ（実現に向け努力）
▶除雪（県道権限移譲道路含む約 684ｋｍを除雪）
▶水道（松野・寄木簡易水道を上水道事業に統合）
▶公共下水道（平舘市街地の管

かん

渠
きょ

整備を継続）
▶農業集落排水（田頭・平笠地区の処理施設着手、
時森地区の事業採択に向けて推進）

▶浄化槽（市設置型浄化槽整備推進事業を推進）
▶市営住宅（柏台地区住宅の地デジ改修、一般木造

住宅の耐震診断と改修、住宅リフォームに助成）
▶総合交通（安代地区コミュニティーバス試験運行を継
続、西根・松尾地区を含む運行計画を作成）

▶通学定期運賃（IGRいわて銀河鉄道経営安定化基
金へ拠出、児童・生徒の通学定期購入費の７％を助成）

▶情報化（安比ペンションエリアの光通信網整備、地上
デジタル難視聴地域解消への整備に助成）

▶都市計画（大更駅前線・同駅前広場の詳細設計）
▶環境保全（環境基本計画を策定）
▶塵芥処理（新最終処分場の整備を推進）
▶清掃センター（民間事業者による管理運営開始）
▶交通安全（高齢者交通安全対策を推進）
▶地域安全（振り込め詐欺などの防止活動を推進）
▶消防・防災（消防団の組織体制を検討）

自然と共生する、快適な住環境のまちづくり

▶水田農業（特別栽培米や飼料用米を強化、遊休農
地活用促進対策事業を新設）

▶園芸（ほうれんそう価格補填を継続、学校給食に食材
を供給、山菜栽培研究に助成）

▶新規就農（新規就農者に研修費を助成）
▶畜産（デントコーン生産振興対策事業を継続、根石・
丑
うし

山
やま

牧野の返地に向け手続き）
▶林業（安代総合支所に土木林業課を新設）
▶花き（りんどう親株増殖体制を確立、品種開発）
▶土地改良（浅沢地区県営中山間地域総合整備事業、
一般農道整備事業赤坂田地区を継続）

▶企業誘致（農林業や物流関連企業などを誘致）
▶起業家支援（貸工場入居企業の二次展開支援、工
場適地などの情報提供）

▶商業振興（商店街活性化事業などに支援、共通商品
券利用拡大を推進、中小企業への融資枠拡大）

▶観光振興（体験型観光の誘客、自転車競技大会や
東北高校ラグビーフットボール大会などを誘致）

▶雇用（緊急雇用対策本部や雇用総合相談窓口の継
続、国の雇用創出施策を積極的に活用）

▶第三セクター（経営改善に努力、漆器産業の振興や
地域農産物の販売促進）

連携によって築く、躍進する産業のまちづくり

▶特定健診・特定保健指導（保健指導を実施）
▶乳幼児医療費助成（市独自の就学前無料を継続）
▶妊婦健康診査の公費負担（14回までに拡大）
▶妊婦、乳児の訪問指導（訪問指導を継続）
▶障害福祉（地域活動支援センターの利用推進）
▶西根病院（経営や医師確保に努力、移転を検討）
▶高齢者福祉（介護予防事業を推進、地域ケア体制の
確立に努力、シルバー人材センターを支援）

▶子育て支援（大更公民館を大更学童保育クラブに活
用、西根・松尾地区の学童クラブも毎月第１土曜日を
開設、第３子以上に出産祝金を支給）

▶学校整備（田山小屋内運動場建設、大更小機械設
備改修、平笠小前庭舗装、松尾中校舎塗装）

▶学校給食（地場産品の積極導入）
▶生涯学習（まちづくり出前講座などを開催）
▶社会教育（社会教育団体を育成支援）
▶スポーツ（第 47回全国中学校スキ－大会を開催）
▶芸術・文化（芸術祭や音楽祭を開催）
▶大更地区コミュニティセンター（上期に完成）
▶松尾地区コミュニティセンター（実施設計）
▶行政改革（行財政改革実施計画達成に向け努力）
▶協働のまちづくり（地域づくり活動に支援）
▶市民歌（平成 22 年度制定に向け歌詞を選定）
▶ホームページ（全面リニューアルを実施）
▶岩手大学との連携（産業振興などに向け実施）
▶新庁舎（基本計画具現化への技術的計画策定）

健やかな、創造性あふれる人材のまちづくり

平成21年度の主な事業（施政方針演述より抜粋）
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全
会一致
で
可
決

◎
普
通
財
産
の
無
償
貸
付
に
関

し
議
決
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い

て
　

旧
荒
屋
小
学
校
校
舎
の一
部

を
、
４
月
１
日
か
ら
１
年
間
、

公
共
文
化
活
動
の
場
と
し
て
後

藤
秀
夫
さ
ん
（
打
田
内
）
に
無

償
で
貸
そ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

◎
綿
帽
子
温
泉
館
ほ
か
24
施
設

に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定
に

つ
い
て

　

こ
れ
ら
の
施
設
の
指
定
管
理

者
を
、
４
月
１
日
か
ら
３
年
間
、

表
１
の
と
お
り
指
定
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
す
。

◎
八
幡
平
市
生
産
物
直
売
所
条

例
　
「
道
の
駅
に
し
ね
」
隣
の
生
産

物
直
売
所
の
管
理
な
ど
に
関
す

る
事
項
を
定
め
よ
う
と
す
る
も

の
で
す
。（
７
月
１
日
施
行
）

◎
八
幡
平
市
個
人
情
報
保
護
条

例
の一部
を
改
正
す
る
条
例

　

法
改
正
に
伴
い
、
所
要
の
整

備
を
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

（
４
月
１
日
施
行
）

◎
八
幡
平
市
一
般
職
の
職
員
の

給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

人
事
院
勧
告
の
例
に
準
じ
、

初
任
給
調
整
手
当
の
額
を
改
定

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。（
４

月
１
日
施
行
）

◎
八
幡
平
市
特
別
会
計
条
例
の

一部
を
改
正
す
る
条
例

　

八
幡
平
市
索
道
事
業
特
別
会

計
を
廃
止
し
、
一
般
会
計
に
予

算
計
上
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

す
。（
４
月
１
日
施
行
）

◎
八
幡
平
市
土
地
開
発
基
金
条

例
の一部
を
改
正
す
る
条
例

　

基
金
の
内
容
を
、
積
立
基
金

か
ら
定
額
運
用
基
金
に
変
更
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。（
３
月

23
日
施
行
）

◎
八
幡
平
市
道
路
占
用
料
徴
収

条
例
の一部
を
改
正
す
る
条
例

　

法
改
正
に
伴
い
、
道
路
占
用

料
の
額
の
改
定
な
ど
を
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
す
。（
４
月
１
日

施
行
）

◎
八
幡
平
市
身
体
障
害
者
及
び

寡
婦
医
療
費
給
付
条
例
及
び
八

幡
平
市
母
子
家
庭
医
療
費
給
付

条
例
の一部
を
改
正
す
る
条
例

　

法
改
正
に
伴
い
、
所
要
の
整

備
を
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

（
３
月
23
日
施
行
）

◎
八
幡
平
市
一
般
職
の
職
員
の

特
殊
勤
務
手
当
支
給
条
例
等
の

一部
を
改
正
す
る
条
例

　

診
療
報
酬
の
算
定
方
法
の
改

正
に
伴
う
も
の
で
す
。（
３
月
23

日
施
行
）

◎
八
幡
平
市
公
民
館
条
例
及
び

八
幡
平
市
松
尾
ふ
れ
あ
い
文
化

伝
承
館
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　

松
尾
地
区
公
民
館
と
松
尾
ふ

れ
あ
い
文
化
伝
承
館
の
施
設
の

位
置
を
訂
正
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
す
。（
３
月
23
日
施
行
）

◎
八
幡
平
市
水
道
事
業
の
設
置

等
に
関
す
る
条
例
及
び
八
幡
平

市
給
水
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　

松
野
お
よ
び
寄
木
の
簡
易
水

道
事
業
を
上
水
道
事
業
に
統
合

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。（
４

表 1.　各施設における指定管理者
指定管理者の名称
施設の名称

八幡平市産業振興株式会社
綿帽子温泉館
八幡平温泉館森乃湯
岩手山焼走り国際交流村
八幡平市友好都市交流促進センター
松尾憩の家
松尾八幡平物産館
八幡平市自然休養村（総合交流促進施設除く）
八幡平市安代林業センター

社会福祉法人八幡平市社会福祉協議会
安代福祉センター
西根福祉の家
松野児童館
寄木児童館
柏台児童館

社会福祉法人安代会
八幡平市生活支援ハウス
安代デイサービスセンター

社会福祉法人西根会
西根デイサービスセンター
西根北部デイサービスセンター

社会福祉法人みちのく協会
松尾デイサービスセンター

松っちゃん市場販売組合
八幡平市自然休養村総合交流促進施設

細野自治公民館
八幡平市細野地区農村婦人の家

豊畑公民館
八幡平市細野地区農作業準備休憩施設

八鴨ましら郷土づくり協議会
八幡平市横間地区農作業準備休憩施設

星沢自治公民館
八幡平市星沢地区農村環境管理施設

社団法人八幡平市体育協会
八幡平市体育施設17カ所

八幡平市ライフル射撃・バイアスロン協会
八幡平市田山射撃場 4 月 6 日、1 回目の定額給付金が支給されました
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月
１
日
施
行
）

◎
八
幡
平
市
職
員
定
数
条
例
等

の一部
を
改
正
す
る
条
例

　

行
政
組
織
の一部
見
直
し
に
伴

い
、
部
の
名
称
を
変
更
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
す
。（
４
月
１
日

施
行
）

◎
八
幡
平
市
幼
稚
園
の
廃
止
に

伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す

る
条
例

　

八
幡
平
市
幼
稚
園
の
廃
止
に

伴
い
、
関
係
す
る
規
定
を
改
め

よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。（
４
月

１
日
施
行
）

◎
平
成
20
年
度
八
幡
平
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

　

歳
入
・
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
に
７

億
７
７
５
６
万
３
０
０
０
円
を
追

加
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
特

別
会
計
４
会
計
と
事
業
会
計
２

会
計
の
補
正
予
算
も
、
全
会
一

致
で
可
決
し
ま
し
た
。

（
一般
会
計
の
主
な
内
容
）

▼
財
政
調
整
基
金
積
立
金
２
億

４
３
９
８
万
４
０
０
０
円

▼
除
雪
業
務
委
託
料
４
６
４
６

万
１
０
０
０
円

▼
田
山
小
学
校
屋
内
運
動
場
建

設
工
事
請
負
費
２
億
７
０
０
０

万
円

問　
21
年
度
に
策
定
す
る
庁
舎

建
設
基
本
計
画
の
進し

ん

捗ち
ょ
く

状
況

は
。

答　

検
討
委
員
会
の
前
段
階
の

専
門
部
会
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
で
細
部
を
検
討
し
て
い
る
。

駅
舎
に
関
し
て
は
、
基
本
計
画

策
定
後
に
Ｊ
Ｒ
と
検
討
す
る
。

問　
新
築
す
る
田
山
小
学
校
体

育
館
に
可
動
式
イ
ス
を
要
望
し

た
が
、
設
置
さ
れ
な
い
理
由
は
。

答　

検
討
の
結
果
、
イ
ス
の
設

置
よ
り
も
暖
房
に
配
慮
し
た
方

が
い
い
と
の
結
論
に
な
っ
た
。

問　

消
火
栓
ボ
ッ
ク
ス
を
な
ぜ

全
部
整
備
し
な
い
の
か
。

答　

消
防
団
の
手
薄
な
所
な
ど

に
つい
て
、
費
用
対
効
果
の
面
な

ど
か
ら
検
討
し
た
い
。

◎
平
成
20
年
度
八
幡
平
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

　

国
の
地
域
活
性
化
・
生
活
対

策
臨
時
交
付
金
事
業
や
定
額
給

付
金
事
業
の
た
め
定
例
会
最
終

日
に
追
加
提
案
さ
れ
た
も
の
で
、

歳
入
・
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
に
10
億

３
７
０
３
万
１
０
０
０
円
を
追

加
。
国
庫
補
助
金
９
億
５
６
２

８
万
９
０
０
０
円
な
ど
が
財
源

と
し
て
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
主
な
事
業
内
容
は
表

２
の
と
お
り
で
す
が
、
こ
れ
ら
の

事
業
費
は
、
繰
越
明
許
費
（
年

度
内
に
事
業
が
終
わ
ら
な
い
見

込
み
の
た
め
、
翌
年
度
に
繰
り

越
し
て
使
用
で
き
る
経
費
）
に

追
加
さ
れ
ま
し
た
。

問　

定
額
給
付
金
支
給
の
ス
ケ

ジ
ュー
ル
は
。

答　
４
月
６
日
か
ら
９
月
25
日

ま
で
に
支
給
予
定
で
あ
る
。

問　
全
市
民
に
支
給
す
る
準
備

は
進
ん
で
い
る
か
。

答　
申
請
漏
れ
が
な
い
よ
う
に
、

周
知
を
図
って
い
き
た
い
。

賛
成
多
数
で
可
決

◎
八
幡
平
市
営
住
宅
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

法
改
正
に
伴
い
、
入
居
者
の

収
入
基
準
な
ど
を
改
定
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
す
。（
４
月
１
日

施
行
）

問　
入
居
者
の
収
入
制
限
額
が

下
が
る
こ
と
で
、
明
け
渡
し
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
は
ど

う
す
る
の
か
。

答　
５
年
間
の
緩
和
措
置
の
中

で
、
新
た
な
住
宅
を
探
し
て
も

ら
う
こ
と
と
な
る
。

表 2.　国の地域活性化・生活対策臨時交付金事業などで実施する主な事業
事　　　業　　　名 金　　額 事　　　業　　　名 金　　額

交通安全・地域安全対策事業 ３,０７０万円 市道刈屋川前線・金沢線・山後開拓線排水
路・荒木田大平線整備事業 ４,４３１万円

田山地区コミュニティバス整備事業 ３６４万円
定額給付金事業 ４億９,１９６万円 新町地区導水路整備事業 ４５０万円
保育所遊具整備事業 １２６万円 市営住宅維持管理事業 １,８１０万円
大更学童保育等施設整備事業 ９,９０４万円 消防団運営事業 １,７５４万円
子育て応援特別手当事業 １,４７２万円 第３分団屯所改装・消防施設維持管理 ６９８万円
児童遊園遊具整備事業 １,１４６万円 災害対策現地本部施設整備事業 １７７万円
農民研修センター整備事業 ２,０００万円 地上波デジタル放送受信設備整備事業 ２８０万円
牧野管理運営事業 ３,０６９万円 小学校校舎等耐震診断調査事業 １,８４１万円
農業用排水路整備等事業 ８９６万円 柏台小学校プール・屋内運動場改修事業 ２,２１６万円
安比高原環境整備事業 １６１万円 地上波デジタル放送受信設備整備事業 １１７万円
七時雨地区観光施設整備事業 ２００万円 中学校校舎耐震診断調査事業 ２,０６６万円
起業家支援対策事業 １,２５３万円 安代中学校屋内運動場改修事業 ５９４万円
自然休養村施設整備事業 ４１４万円 旧舘市小学校改修事業 ９２１万円
県道舗装補修・市道等維持補修事業 ３,３４０万円 農業用施設災害復旧事業 ３,５８４万円

3 月 23 日、市立として平舘保育所最後の卒所式が行われました
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　３月10日から16日まで、予算特別委員会（田村孝委員長、古川津好副委員長）
を開催しました。この委員会は、議長を除く全議員25 人で構成し、平成 21 年度一
般会計予算（総額 157 億 560 万円）のほか、国民健康保険特別会計をはじめとす
る特別会計７会計、西根病院事業会計および水道事業会計の公営企業会計２会計を
審議しました。なお、田山スキー場の運営にかかわる索道事業特別会計については、
平成 20 年度をもって特別会計を廃止し、一般会計の教育費に予算計上して収支を経
理することになりました。

一般会計は157億560万円
前年度より2,360万円（0.2％）の増加

４月１日付新採用職員の皆さん（左から工藤竜
たつ

也
や

＝商工観光課観光振興係主
事補、田村崇

たか

宏
ひろ

＝長寿社会課高齢福祉係主事補、向久保智
とも

彦
ひこ

＝市民課戸籍住
民係主事補、田村智

とも

美
み

＝西根病院栄養士、関 悠
はるか

＝税務課市民税係主事補）

財
政
用
語
解
説
①

▼一
般
会
計
…
税
を
主
な

収
入
源
と
し
、
福
祉
や
教

育
な
ど
、
基
本
的
施
策
を

行
う
た
め
の
会
計

▼
特
別
会
計
…
国
民
健
康

保
険
事
業
や
公
共
下
水

道
事
業
な
ど
、
特
定
の
事

業
を
特
定
の
収
入(

使
用

料
な
ど)

で
賄
う
場
合
に
、

そ
の
経
理
を
一
般
会
計
か

ら
区
別
す
る
た
め
に
設
け

ら
れ
た
会
計

▼
企
業
会
計
…
主
に
そ
の

事
業
収
入
で
賄
う
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
事
業
を
経
理

す
る
た
め
の
会
計
。
水
道

事
業
、工
業
用
水
道
事
業
、

軌
道
事
業
（
路
面
電
車
や

モ
ノ
レ
ー
ル
な
ど
）、
自
動

車
運
送
事
業
（
市
営
バ
ス

な
ど
）、
鉄
道
事
業
（
地

下
鉄
な
ど
）、
電
気
事
業
、

ガ
ス
事
業
は
、
地
方
公
営

企
業
法
の
適
用
を
全
部
受

け
、
病
院
事
業
は
同
法
の

財
務
規
定
な
ど
を
適
用
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

▼
歳
入
…
市
に
入
る
お
金

▼
歳
出
…
市
が
使
う
お
金

▼
収
益
的
収
入
・
支
出
…

事
業
年
度
の
企
業
の
経
営

活
動
に
伴
っ
て
発
生
が
予
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歳 

入 

全 

般

問　

非
課
税
で
あ
る
保
安
林
に

固
定
資
産
税
を
課
税
し
て
い
た

件
で
、
そ
の
対
処
方
法
は
。

答　
台
帳
が
残
って
い
る
10
年
間

分
は
還
付
し
、
そ
れ
以
前
の
分

は
、
領
収
書
な
ど
で
確
認
で
き

た
範
囲
で
還
付
す
る
。

問　
ふ
る
さ
と
納
税
の
状
況
は
。

答　

合
計
89
万
５
０
０
０
円
を

15
人
か
ら
ご
寄
付
い
た
だ
い
た
。

問　
市
営
住
宅
の
滞
納
状
況
は
。

答　
約
１
１
７
０
万
円
で
あ
る
。

総　
務　
費

問　
市
民
歌
制
定
の
内
容
は
。

答　

合
併
５
周
年
を
記
念
し
、

市
民
の
歌
を
作
る
も
の
で
、
歌

詞
を
全
国
公
募
す
る
。
22
年
度

に
作
曲
の
予
定
で
あ
る
。

問　
庁
舎
建
設
予
定
地
の
地
質

調
査
結
果
、
地
盤
が
悪
い
場
合

で
も
場
所
は
変
更
し
な
い
か
。

答　

場
所
は
未
確
定
だ
が
、
３

倍
も
か
か
る
な
ら
再
検
討
す
る
。

問　
庁
舎
建
設
に
係
る
合
併
協

定
の
理
念
と
財
政
の
裏
付
け
は
。

答　
合
併
以
来
、
地
方
交
付
税

は
増
え
て
い
る
。
庁
舎
を
建
設

し
て
も
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
影
響

し
な
い
よ
う
基
金
、
貯
蓄
対
策

は
順
次
進
め
て
い
る
。

問　
テ
レ
ビ
難
視
聴
地
域
の
解

消
対
策
は
。

答　

対
象
は
約
５
５
０
世
帯
と

承
知
し
て
い
る
。
順
次
取
り
ま

と
め
を
行
い
、
既
存
施
設
の
利

用
な
ど
を
検
討
し
て
い
る
。

問　
新
た
な
森
林
整
備
計
画
を

立
て
直
す
考
え
は
。

答　

21
年
３
月
ま
で
に
策
定
す

る
。
市
全
体
の
森
林
の
在
り
方

な
ど
、
中
期
的
な
計
画
で
整
備

し
て
い
く
。

民　
生　
費

問　
保
育
所
の
民
営
化
は
官
製

ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
が
最
前
線
に

な
って
い
る
と
感
じ
る
が
。

答　
一
般
財
源
化
な
ど
金
額
的

な
事
も
あ
る
が
、
今
回
は
サ
ー

ビ
ス
拡
充
を
大
き
な
要
件
と
し
、

民
間
委
託
を
お
願
い
し
た
。

衛　
生　
費

問　
地
域
医
療
と
連
携
体
制
整

備
の
現
状
と
、
相
談
窓
口
が
不

足
し
整
備
が
必
要
と
思
う
が
。

答　
相
談
の
事
で
実
際
困
って
い

る
方
々
が
い
る
。
速
や
か
な
対

応
が
大
事
で
あ
り
、
具
体
化
し

て
い
く
よ
う
努
め
る
。

問　

公
葬
地
を
公
の
施
設
と
し

て
考
え
る
と
、
市
と
し
て
の
条

例
設
置
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答　

旧
３
町
村
の
形
態
が
違
う

墓
地
を
調
査
し
、
条
例
制
定
を

前
向
き
に
検
討
の
上
、
条
例
化

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

定
さ
れ
る
す
べ
て
の
収
益

と
そ
れ
に
対
応
す
る
す
べ

て
の
費
用

▼
資
本
的
収
入
・
支
出
…

企
業
の
将
来
の
経
営
活
動

に
備
え
て
行
う
建
設
改
良

や
企
業
債
償
還
金
な
ど
の

支
出
と
、
そ
の
財
源
と
な

る
収
入

▼
会
計
年
度
…
連
続
し
て

い
る
自
治
体
の
仕
事
を
区

切
り
、
議
会
や
住
民
に
説

明
す
る
た
め
の
資
料
を
提

供
し
、
事
務
事
業
の
実
施

状
況
を
明
ら
か
に
す
る
た

め
に
設
け
ら
れ
た
一
定
期

間
。
日
本
で
は
４
月
１
日

か
ら
翌
年
３
月
31
日
ま
で

▼
会
計
年
度
独
立
の
原
則

…
一
定
期
間
の
財
政
責
任

を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、

会
計
年
度
中
の
支
出
は
当

該
年
度
の
収
入
を
充
て
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る

原
則
。
例
外
と
し
て
繰
越

明
許
費
な
ど
が
あ
る
。

▼
繰
越
明
許
費
…
経
費
の

性
質
や
予
算
成
立
後
の
理

由
で
、
そ
の
年
度
内
に
支

出
を
終
わ
ら
な
い
見
込
み

が
あ
る
も
の
に
つ
い
て
、
議

会
の
議
決
を
得
て
翌
年
度

に
限
り
繰
り
越
し
て
使
え

る
よ
う
に
す
る
予
算

平成21年度各会計の予算額 （金額は、１万円未満を四捨五入）
会　計　名 21 年度予算額 20 年度予算額 19 年度予算額 18 年度予算額

一般会計 157 億　 560 万円 156 億 8,200 万円 159 億 1,350 万円 152 億 6,220 万円

特 

別 

会 

計

国民健康保険（事業勘定） 34 億 3,207 万円 33 億 6,864 万円 33 億 1,572 万円 28 億 8,902 万円
後期高齢者医療 2 億 1,994 万円 2 億 3,357 万円 － －
老人保健 762 万円 2 億 9,864 万円 31 億 4,325 万円 31 億 5,757 万円
公共下水道事業 7 億 9,479 万円 11 億 1,660 万円  8 億 2,570 万円 11 億 8,821 万円
農業集落排水事業 12 億 8,437 万円 13 億 4,029 万円 11 億 1,644 万円 10 億 8,356 万円
浄化槽事業 6,626 万円 7,414 万円 8,239 万円 1 億 1,257 万円
国民健康保険（診療施設勘定） 2 億 9,803 万円 2 億 7,957 万円 2 億 6,813 万円 2 億 7,310 万円
索道事業 － 4,614 万円 4,579 万円 1,935 万円
公共用地先行取得事業 － － － 412 万円

企 

業 

会 

計

西根病院事業
収益的収入・支出 7 億 3,601 万円 ７億　 863 万円 ７億 2,801 万円 6 億 8,732 万円

資本的 収　入 3,950 万円 2,909 万円 2,579 万円 1,272 万円
支　出 3,954 万円 3,720 万円 3,406 万円 3,285 万円

水道事業
収益的 収　入 5 億 2,117 万円 5 億 4,079 万円 5 億 3,243 万円 5 億 2,543 万円

支　出 4 億 9,095 万円 5 億 3,123 万円 4 億 9,655 万円 5 億　 853 万円

資本的 収　入 3 億 1,727 万円 2 億 2,973 万円 9,927 万円 1 億 3,093 万円
支　出 5 億 6,626 万円 5 億 2,579 万円 3 億 7,452 万円 4 億 1,492 万円

市清掃センターの管理運営業務は、
４月から民間業者に委託されました
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平成21年度一般会計歳入内訳
市税
30億2,657万円
（19.3％）

市債
18億1,380万円
（11.6％）県支出金

9億4,384万円
（6.0％）

国庫支出金
9億6,362万円
（6.1％）

地方交付税
71億（45.2％）

依存財源

自主財源

歳入
157億560万円

73.0％

27.0％

繰入金
5億1,862万円
（3.3％）

諸収入
4億1,397万円
（2.6％）

その他自主財源
2億8,822万円
（1.8％）

その他依存財源
6億3,696万円
（4.1％）
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労　
働　
費

問　

雇
用
創
出
の
た
め
国
か
ら

交
付
金
が
支
給
さ
れ
、
緊
急
雇

用
創
出
と
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生

の
事
業
が
実
施
さ
れ
る
。
新
規

雇
用
創
出
の
想
定
人
数
は
。

答　
林
道
整
備
な
ど
８
事
業
で
、

28
人
雇
用
の
見
込
み
で
あ
る
。

さ
ら
に
増
や
す
よ
う
に
し
た
い
。

農
林
水
産
業
費

問　
新
規
の
食
材
供
給
事
業
は

ど
う
い
う
内
容
か
。

答　
地
元
食
材
を
、
学
校
給
食

や
ホ
テ
ル
に
提
供
す
る
供
給
組

合
へ
補
助
す
る
も
の
で
あ
る
。

問　

営
農
組
合
機
械
等
リ
ー
ス

支
援
補
助
金
は
５
割
か
。

答　

国
の
リ
ー
ス
事
業
を
申
請

し
た
場
合
、
国
庫
補
助
金
が
５

割
に
な
ら
な
い
場
合
は
、
５
割

補
助
に
な
る
よ
う
に
市
が
保
証

す
る
も
の
で
あ
る
。
現
在
、
市

内
で
は
２
営
農
組
合
が
申
請
中

で
あ
る
。

問　
遊
休
農
地
活
用
促
進
対
策

事
業
を
市
が
窓
口
と
な
る
考
え

は
あ
る
か
。

答　
営
農
組
合
の
補
助
で
あ
り
、

貸
し
借
り
は
個
人
的
に
行
う
も

の
で
あ
る
。
営
農
組
合
に
貸
し

た
い
人
は
貸
し
て
い
た
だ
き
、
そ

う
で
な
け
れ
ば
営
農
組
合
に
入
っ

て
い
た
だ
く
。
遊
休
農
地
の
解

消
が
目
的
で
あ
り
、
集
落
営
農

組
織
の
育
成
も
兼
ね
る
。

問　
根
石
牧
野
の
林
地
化
試
験

の
見
通
し
は
。

答　

植
栽
後
、
３
年
程
度
は
か

か
る
と
考
え
て
い
る
。

問　

根
石
牧
野
の
構
築
物
の
撤

去
費
用
２
０
０
０
万
円
は
、
す
べ

て
の
撤
去
費
か
。

答　

構
築
物
を
す
べ
て
撤
去
す

る
予
定
で
見
積
も
って
い
る
。

商　
工　
費

問　
焼
走
り
の
湯
に
設
置
す
る
、

チ
ッ
プ
ボ
イ
ラ
ー
の
費
用
対
効
果

は
い
く
ら
か
。

答　

国
の
補
助
２
分
の
１
を
活

用
し
た
い
。
平
成
16
年
度
の
ボ

イ
ラ
ー
燃
料
費
は
１
１
０
０
万

円
だ
っ
た
が
、
チ
ッ
プ
ボ
イ
ラ
ー

で
は
６
０
０
万
円
程
度
と
見
込

ん
で
い
る
。

問　

本
市
で
は
、
プ
レ
ミ
ア
商

品
券
は
５
％
上
乗
せ
で
あ
る
が
、

近
隣
町
村
で
は
10
％
や
20
％
で

実
施
と
な
って
い
る
が
。

答　

市
が
５
％
、
そ
れ
に
商
工

団
体
が
プ
ラ
ス
２
％
出
す
方
向

で
協
議
中
で
あ
る
。
県
内
で
は

プ
レ
ミ
ア
商
品
券
発
行
で
５
０
０

０
万
円
以
上
は
11
市
町
村
で
あ

り
、
本
市
の
１
億
円
は
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
と
と
ら
え
て
い
る
。

問　
ト
ラ
ウ
ト
ガ
ー
デ
ン
の
ミ
ネ

ラ
ル
ウ
オ
ー
タ
ー
の
販
売
で
、
自

動
販
売
機
を
増
や
す
な
ど
積
極

商
品
券
の
使
用
期
間
は
、
発
行
か
ら
6
カ
月
間
で
す

◎歳入のポイント
　平成 20 年度予算と比較すると、市税が
1億 540 万円、その他自主財源が 4,764 万
円減少し、繰入金が 9,821 万円、諸収入
が 1,671 万円増加。自主財源比率は0.3ポイント
減少し27.0％となりました。
　一方、金額が最も大きい地方交付税は
1億円減の71 億円、市債は2億 8,630 万
円増の18 億 1,380 万円で、国庫支出金は
3,389 万円増え、県支出金は9,029 万円減
少しています。国庫支出金のうち、民生費
国庫負担金が 3,848 万円、教育費国庫補
助金が 5,716 万円増え、土木費国庫補助
金は4,882 万円減っています。

財
政
用
語
解
説
②

▼
自
主
財
源
…
市
税
や
市

営
住
宅
使
用
料
な
ど
、
市

が
独
自
に
集
め
る
お
金

▼
依
存
財
源
…
国
庫
支
出

金
や
県
支
出
金
な
ど
市
の

裁
量
が
制
限
さ
れ
る
お
金

▼一
般
財
源
…
収
入
し
た

時
点
で
使
い
道
が
特
定
さ

れ
ず
自
由
に
使
え
る
お
金

▼
特
定
財
源
…
収
入
の
段

階
で
使
い
道
が
特
定
さ
れ

て
い
る
お
金
。
国
庫
補
助

金
や
市
債
、
使
用
料
な
ど

▼
基
金
…
特
定
の
目
的
の

た
め
に
積
み
立
て
る
お
金

▼
財
政
調
整
基
金
…
毎
年

度
の
や
り
く
り
用
に
積
み

立
て
る
お
金

▼
市
税
…
市
民
税
、
固
定

資
産
税
、
軽
自
動
車
税
、

市
た
ば
こ
税
、
入
湯
税

▼
繰
入
金
…
積
立
金
を
取

り
崩
す
、
ま
た
は
、
あ
る

会
計
か
ら
別
な
会
計
に
繰

り
入
れ
る
お
金

▼
繰
越
金
…
使
わ
ず
に
翌

年
度
へ
繰
り
越
し
た
お
金

▼
地
方
譲
与
税
…
自
動
車

重
量
税
な
ど
か
ら
、
一
定

割
合
で
交
付
さ
れ
る
お
金

▼
地
方
交
付
税
…
所
得
税

な
ど
の
国
税
か
ら
財
政
状
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平成21年度一般会計歳出内訳
予備費3,000万円（0.2％）

公債費
28億4,820万円
（18.1％）

災害復旧費
180万円
（0.0％）

教育費
16億3,856万円
（10.4％）

消防費
7億4,478万円
（4.7％）

歳出
157億560万円

議会費
1億8,504万円
（1.2％）

総務費
23億3,920万円
（14.9％）

民生費
36億816万円
（23.0％）

衛生費
14億5,131万円
（9.3％）

労働費
2,848万円
（0.2％）

農林水産業費
10億6,501万円
（6.8％）

商工費
5億5,419万円
（3.5％）

土木費
12億1,087万円
（7.7％）
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的
に
展
開
し
て
は
ど
う
か
。

答　

各
イ
ベ
ン
ト
や
東
京
な
ど

で
の
物
産
販
売
に
持
ち
込
む
な

ど
、
積
極
的
に
展
開
し
て
い
る
。

問　
プ
レ
ミ
ア
商
品
券
の
最
大

の
目
的
は
、
地
元
商
店
の
活
性

化
と
考
え
る
が
、
使
え
る
範
囲

は
。
ま
た
、
市
外
資
本
で
あ
る

大
型
店
で
の
利
用
見
込
み
は
。

答　
地
元
購
買
の
促
進
が
原
点

で
あ
り
、
商
工
会
加
盟
店
が
使

用
範
囲
で
あ
る
。
市
外
資
本
の

大
型
店
も
商
工
会
に
加
盟
し
て

い
る
の
で
使
用
で
き
る
。

問　

地
元
商
店
は
、
価
格
や
品

ぞ
ろ
え
で
は
大
型
店
に
対
抗
は

難
し
い
が
、
自
ら
地
域
を
守
る

立
場
で
地
元
商
店
を
利
用
す
る

状
況
を
作
る
こ
と
も
大
事
で
は
。

答　

今
回
の
商
品
券
は
、「
地

域
は
地
域
で
守
る
」「
地
域
が

連
携
し
よ
う
」
と
い
う
意
識
を

醸
成
す
る
の
が
目
的
で
あ
る
。

問　

ト
ラ
ウ
ト
ガ
ー
デ
ン
譲
渡

問
題
で
の
、
エ
コ
ワ
と
の
裁
判
は

ど
う
な
って
い
る
の
か
。

答　
エ
コ
ワ
側
は
、
４
８
０
０
万

円
を
す
で
に
当
事
業
に
投
資
し

て
い
る
の
で
３
５
６
０
万
円
の
違

約
金
支
払
い
は
相
殺
し
て
ほ
し

い
と
主
張
し
て
い
る
が
、
市
で
は

エ
コ
ワ
の
投
資
は
１
５
８
万
円
相

当
と
判
断
し
、
そ
の
和
解
案
に

は
応
じ
ら
れ
な
い
と
判
断
し
て
い

る
。
今
後
は
、
当
初
の
主
張
ど

お
り
展
開
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

問　
市
物
産
振
興
協
議
会
補
助

金
の
内
容
は
。

答　

市
の
特
産
品
な
ど
の
販
売

を
促
進
す
る
も
の
で
あ
り
、
今

年
は
４
月
に
行
わ
れ
る
学
習
院

大
学
の
イ
ベン
ト
に
参
加
し
、
特

産
品
を
Ｐ
Ｒ
し
た
い
。

土　
木　
費

問　

新
規
事
業
で
あ
る
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業
１
０
０
０
万

円
の
内
容
は
。

答　

当
面
３
年
を
め
ど
に
、
不

況
対
策
と
し
て
位
置
付
け
て
い

る
。
下
水
道
接
続
を
含
め
、
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
に
最
大
20
万

円
を
助
成
す
る
。

問　
日
影
山
蟹
沢
線
に
新
た
に

測
量
委
託
料
が
入
っ
て
い
る
が
。

ま
た
、
中
田
野
駄
森
線
の
今
後

の
予
定
は
。

答　
日
影
山
蟹
沢
線
は
、
上
平

笠
公
民
館
か
ら
山
橋
ま
で
の
約

１
㌔
を
測
量
す
る
。
中
田
野
駄

森
線
は
平
成
21
年
度
に
実
施
設

計
を
行
い
、
平
成
23
年
度
に
着

工
の
予
定
で
あ
る
。

4 月 8 日、私立平舘保育園として初めての入園式が行われました

◎歳出のポイント
　前年度と比べて減額となっているのは、
公債費の 2 億 5,591 万円、災害復旧費の
1億 8,372 万円、土木費の8,688 万円、消
防費の7,268 万円、教育費の3,809 万円、
農林水産業費の1,927 万円です。
　一方増額は、総務費の2億 4,713 万円、
衛生費の 1 億 7,702 万円、商工費の 1 億
6,421 万円、民生費の6,295 万円、労働費
の2,815 万円などです。特に労働費は前年
度 33 万円からの大幅増であり、市有林や
林道整備などの委託料 2,109 万円、事務
員賃金 529 万円など、雇用確保対策に重
点的に使われることになります。

況
に
応
じ
交
付
す
る
お
金

▼
交
通
安
全
対
策
特
別
交

付
金
…
交
通
反
則
金
か
ら

経
費
を
除
き
、
人
身
事
故

件
数
な
ど
の
指
標
で
地
方

自
治
体
に
配
分
す
る
お
金

▼
市
債
…
建
設
事
業
な
ど

で
借
り
、
長
期
に
返
済
す

る
こ
と
に
な
る
お
金

▼
公
債
費
…
市
債
を
返
済

す
る
た
め
に
支
払
う
お
金

▼
民
生
費
…
障
が
い
者
や

高
齢
者
の
生
活
支
援
の
ほ

か
、
子
育
て
支
援
や
生
活

保
護
な
ど
に
使
う
お
金

▼
衛
生
費
…
予
防
接
種
や

健
康
診
断
、
ご
み
処
理
や

斎
場
な
ど
に
使
う
お
金

▼
労
働
費
…
雇
用
確
保
の

た
め
の
作
業
員
賃
金
な
ど

▼
農
林
水
産
業
費
…
リ
ン

ド
ウ
の
品
種
開
発
を
行
う

花
き
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー

の
費
用
な
ど
、
農
業
や
林

業
の
振
興
に
使
う
お
金

▼
商
工
費
…
商
工
業
の
振

興
や
、
観
光
イ
ベン
ト
な
ど

に
使
う
お
金

▼
土
木
費
…
道
路
補
修
や

除
雪
な
ど
に
使
う
お
金

▼
消
防
費
…
常
備
消
防

で
あ
る
消
防
署
員
の
給
料

や
、
非
常
備
消
防
で
あ
る

消
防
団
員
の
報
酬
な
ど



予算特別委員会

［ 平成21年4月1日現在
人口　　　30,042人］
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財
政
用
語
解
説
③

▼
固
定
資
産
税
…
１
月
１

日
現
在
の
土
地
、
家
屋
、

償
却
資
産
の
所
有
者
に
、

課
税
標
準
額
の
１
・
４
％

を
課
税
。
算
出
の
基
礎
と

な
る
価
額
合
計
が
免
税
点

（
土
地
30
万
円
、
家
屋
20

万
円
、
償
却
資
産
１
５
０

万
円
）
を
下
回
る
場
合
は

非
課
税
で
、
土
地
と
家
屋

は
３
年
ご
と
（
次
回
は
平

成
21
年
度
）
に
評
価
替
え

▼
軽
自
動
車
税
…
４
月
１

日
現
在
、
原
動
機
付
自
転

車
、
軽
自
動
車
、
小
型
特

殊
自
動
車
、
二
輪
の
小
型

自
動
車
を
所
有
し
て
い
る

人
に
課
税
。
身
体
に
障
が

い
の
あ
る
方
が
使
う
場
合

は
申
請
に
よ
り
減
免

▼
市
た
ば
こ
税
…
卸
売
業

者
な
ど
が
、
た
ば
こ
を
小

売
業
者
に
売
っ
た
時
、
小

売
販
売
業
者
の
営
業
所
在

市
町
村
に
納
め
る
税
金

▼
入
湯
税
…
鉱
泉
浴
場
の

利
用
者
が
、
衛
生
施
設
や

消
防
施
設
整
備
な
ど
に
要

す
る
費
用
を
負
担
す
る
た

め
の
税
金
。
宿
泊
は
１
人

１
日
１
５
０
円
、
日
帰
り

や
自
炊
旅
館
は
75
円

教　
育　
費

問　

第
47
回
全
国
中
学
校
ス

キ
ー
大
会
の
補
助
金
は
１
５
０

０
万
円
で
足
り
る
の
か
。

答　
宿
泊
施
設
と
市
内
業
者
の

協
力
金
、
県
と
競
技
団
体
か
ら

の
助
成
金
を
お
願
い
す
れ
ば
可

能
と
考
え
て
い
る
。

問　
ス
キ
ー
選
手
育
成
を
平
舘

高
校
に
働
き
掛
け
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

答　

全
国
的
な
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
の

メ
ッ
カ
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
に

ス
キ
ー
の
魅
力
を
宣
伝
す
る
な

ど
、
地
道
に
活
動
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
。
ス
キ
ー
に
限
ら
ず
、

地
元
高
校
の
振
興
の一助
に
な
る

支
援
は
行
い
た
い
。

問　

市
立
図
書
館
の
本
の
購
入

予
定
は
。

答　
９
５
０
冊
の
予
定
で
あ
る
。

問　

小
中
学
校
の
図
書
室
の
予

算
は
。

答　

小
学
校
で
は
２
０
０
万
４

０
０
０
円
。
中
学
校
で
は
２
８

３
万
円
を
見
込
ん
で
い
る

問　

図
書
館
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

学
校
図
書
館
を
組
み
入
れ
る
こ

と
は
で
き
な
い
か
。

答　

今
後
検
討
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
る
。

問　
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
々
の
声
を
聞
く
場
を
設
け

る
考
え
は
。

答　
検
討
し
た
い
。

問　
就
学
援
助
の
実
態
は
。

答　

18
年
度
は
小
学
校
１
６
９

人
中
学
校
78
人
。
19
年
度
は
小

学
校
１
７
０
人
中
学
校
87
人
。

20
年
度
は
小
学
校
１
７
１
人
中

学
校
１
０
０
人
で
あ
る
。

問　
教
育
委
員
会
で
、
文
化
会

館
を
正
式
に
検
討
し
た
こ
と
は

あ
る
か
。

答　
ま
だ
だ
が
、
必
要
性
に
つい

て
早
期
に
検
討
し
た
い
。

問　
就
学
援
助
費
を
広
報
な
ど

で
周
知
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

奨
学
金
の
貸
付
制
度
に
関

し
て
は
、
広
報
で
周
知
し
て
い

る
。
就
学
援
助
費
に
関
し
て
は
、

雇
用
相
談
窓
口
と
連
携
し
な
が

ら
進
め
て
い
く
。

問　

教
育
委
員
会
と
し
て
、
携

帯
電
話
の
学
校
へ
の
持
ち
込
み

禁
止
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
に

関
す
る
指
導
に
つい
て
、
ど
う
取

り
組
ん
で
い
る
か
。

答　
教
員
研
修
も
含
め
て
講
座

を
予
定
し
て
い
る
。

問　

21
年
度
か
ら
小
学
校
で
英

語
指
導
が
始
ま
る
が
、
ど
の
よ

う
な
方
向
性
で
取
り
組
む
か
。

答　

本
市
で
は
、
以
前
か
ら
前

倒
し
の
形
で
取
り
組
ん
で
い
る

が
、
21
年
度
か
ら
は
基
本
的
に

学
級
担
任
が
指
導
す
る
。
３
人

の
英
語
指
導
助
手
を
フ
ル
回
転

し
て
対
応
し
た
い
。

特
別
会
計
全
般

問　

雇
用
悪
化
の
中
で
、
国
保

へ
の
新
規
加
入
者
数
は
ど
う
推

移
し
て
い
る
か
。

答　

昨
年
11
月
、
12
月
ご
ろ
か

ら
急
増
し
て
い
る
。
雇
用
悪
化

の
影
響
と
感
じ
て
い
る
。

問　

12
月
議
会
で
、
子
ど
も
の

無
保
険
者
を
解
消
す
る
と
言
っ

た
が
、
ど
う
な
って
い
る
か
。

答　

国
で
は
４
月
１
日
か
ら
だ

が
、
本
市
で
は
１
月
１
日
か
ら

５
人
の
小
学
生
全
員
を
短
期
保

険
証
に
切
り
替
え
た
。

問　

資
格
証
明
書
発
行
者
で
、

経
済
的
に
厳
し
く
、
通
院
で
き

な
い
例
は
な
い
か
。

答　

昨
年
か
ら
国
・
県
の
指
導

が
変
わ
り
、
貧
困
の
相
談
に
は

対
応
し
、
必
要
に
応
じ
て
短
期

保
険
証
を
発
行
す
る
。

問　
後
期
高
齢
者
の
保
険
料
賦

課
に
つ
い
て
、
個
人
に
対
す
る

賦
課
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

世
帯
収
入
を
基
準
と
し
た
減
免

を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答　

改
善
の
必
要
が
あ
る
と
感

じ
て
い
る
。

問　
後
期
高
齢
者
に
対
す
る
資

格
証
明
書
発
行
の
見
通
し
は
。

答　
20
年
度
内
に
厚
生
労
働
省

か
ら
基
準
が
示
さ
れ
る
見
通
し

と
聞
い
て
い
る
。

問　
西
根
病
院
に
は
留
保
資
金

市民1人当たりの収入と支出（一般会計）

市民1人当たりが納める税金　　  100,745円
※市たばこ税は、市内でのたばこの売り上げに係るもの、入湯税は市内の温泉施
設での入浴に係るものであり、実際に市民が負担した金額とは一致しません。

固定資産税 市　民　税 市たばこ税 軽自動車税 入　湯　税

52,766円 32,895円 5,583円 2,304円 2,793円

市民1人当たりに使われるお金　　522,788円
民　生　費 公　債　費 総　務　費 土　木　費 衛　生　費

120,104円 94,807円 77,864円 40,306円 48.309円
教　育　費 農林水産業費 消　防　費 商　工　費 議会費など

54,542円 35,451円 24,791円 18,447円 8,167円



反対

賛成 賛成
反対 討論

予算特別委員会

第15号 平成21年4月 議会だより11

が
あ
る
が
、
公
立
病
院
の
中
で

も
珍
し
い
、
優
良
な
経
営
状
況

と
判
断
し
て
い
い
の
か
。

答　
内
部
留
保
金
が
10
億
円
あ

り
、
一般
会
計
か
ら
１
億
６
０
０

０
万
円
の
繰
入
金
が
あ
る
。
そ

の
う
ち
、
１
億
５
０
０
万
円
が

交
付
税
措
置
さ
れ
、
実
質
は
６

０
０
０
万
円
程
が
市
の
負
担
と

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
一
般
会

計
か
ら
の
適
正
な
範
囲
で
の
繰

入
額
で
あ
る
。

総 

括 

質 

問

問　
学
童
保
育
は
西
根
と
松
尾

地
区
は
月
１
回
の
土
曜
日
開
設

だ
っ
た
が
、
安
代
地
区
同
様
に

毎
週
開
設
で
き
な
い
か
。

答　

22
年
度
か
ら
の
毎
週
土
曜

日
開
設
を
目
指
す
。

問　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
施

設
改
善
計
画
は
。

答　

安
代
地
区
は
給
食
セ
ン

タ
ー
を
直
し
て
利
用
し
た
が
、

衛
生
面
も
考
え
、
21
年
度
中
に

は
移
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
田

山
地
区
は
、
幼
稚
園
を
借
り
て

い
る
が
、
雨
漏
り
の
問
題
も
あ
っ

て
、
新
築
す
る
体
育
館
の一室
を

借
り
る
検
討
を
し
て
い
る
。
将

来
的
に
は
、
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
を
考
え
て
進
め
た
い
。

問　
医
療
費
助
成
を
中
学
生
ま

で
に
拡
大
で
き
な
い
か
。

答　

平
成
20
年
度
か
ら
、
一
部

負
担
な
し
の
完
全
無
料
化
を
小

学
校
入
学
ま
で
拡
充
し
た
。
今

後
の
財
政
見
直
し
な
ど
も
検
証

し
な
が
ら
、
子
育
て
支
援
方
法

を
研
究
し
て
い
き
た
い
。

問　
安
代
総
合
支
所
に
土
木
林

業
課
を
設
置
す
る
予
定
だ
が
、

推
進
体
制
の
整
備
と
森
林
管
理

を
ど
う
す
る
考
え
か
。

答　
市
の
林
業
行
政
部
門
を
全

部
安
代
総
合
支
所
で
行
う
。
民

有
林
な
ど
の
行
政
支
援
を
間
伐

の
ほ
か
に
、
再
造
林
、
下
刈
り

な
ど
に
も
補
助
金
を
交
付
す

る
。
ま
た
、
市
の
林
業
中
期
計

画
策
定
に
つ
い
て
、
林
業
振
興

会
議
を
開
催
し
た
。
３
月
末
ま

で
に
は
計
画
策
定
す
る
。
森
林

整
備
地
域
活
動
支
援
交
付
金
制

度
の
事
務
手
順
に
つい
て
は
、
行

政
も
適
切
な
指
導
を
行
い
、
申

請
期
限
に
間
に
合
わ
せ
た
い
。

2 月 19 日、大更小学校 3 年（当時）の皆さんが議場を見学しました

　
　

髙
橋　

悦
郎　

議
員

　

昨
年
秋
以
降
、
日
本
経
済

は
か
つ
て
な
い
速
さ
で
悪
化
し

て
い
る
。
本
市
で
も
雇
い
止

め
や
解
雇
が
相
次
ぎ
、
基
幹

産
業
で
あ
る
農
業
は
、
経
営

の
継
続
が
困
難
な
事
態
に
陥
っ

て
い
る
。
市
の
標
準
財
政
規

模
は
前
年
比
で
マ
イ
ナ
ス
０
・

２
％
、
実
質
公
債
費
比
率
は

０
・
８
ポ
イ
ン
ト
下
が
っ
て
お

り
、
依
然
厳
し
い
数
値
で
あ

る
。
自
由
に
使
え
る一般
財
源

が
減
少
す
る
中
、
新
庁
舎
建

設
に
か
か
わ
る
新
年
度
予
算

４
３
３
０
万
円
や
、
21
年
度
で
10
億
円

と
な
る
庁
舎
積
立
基
金
は
、
す
べ
て一般

財
源
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
、
市
民
が
安

心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
施
策
に

使
う
べ
き
で
あ
る
。
新
庁
舎
建
設
計
画

の
見
直
し
を
求
め
る
市
民
の
声
を
ぜ
ひ

受
け
と
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
最
後
に
訴

え
、
反
対
討
論
と
す
る
。

　

わ
が
国
経
済
は
、
地
方
を
合
わ
せ
た

長
期
債
務
残
高
が
主
要
先
進
国
で
最
悪

の
水
準
に
あ
る
な
ど
、
極
め
て
厳
し
い

状
況
に
あ
る
。
本
市
も
厳
し
い
財
政
の

中
、
地
方
債
残
高
は
約
６
億
９
６
０
０

万
円
減
少
し
、
財
政
の
健
全
化
に
配
慮

し
た
予
算
と
な
って
い
る
。
新
庁
舎
は
合

併
協
定
項
目
の
大
き
な
柱
で
あ
り
、
市

民
の
意
見
を
取
り
入
れ
、
基

本
計
画
の
具
現
化
に
努
力
す

る
よ
う
望
む
も
の
で
あ
る
。

新
規
事
業
16
件
、
４
億
８
３

８
５
万
円
の
導
入
を
し
、
通

学
定
期
購
入
助
成
増
額
、
共

通
商
品
券
特
典
事
業
補
助
金

な
ど
、
市
民
生
活
を
応
援
す

る
予
算
で
あ
り
高
く
評
価
す

る
。
今
後
と
も
均
衡
あ
る
発

展
、
一
体
感
の
醸
成
へ
の
取
り

組
み
な
ど
、
市
民
の
負
託
に

応
え
ら
れ
る
市
政
運
営
を
期

待
し
、
賛
成
討
論
と
す
る
。

　

小
野
寺　

昭
一　

議
員
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関
議
員　
新
生
会
を
代
表
し
て

質
問
し
ま
す
。

　

旧
松
尾
鉱
山
の
最
下
底
の
３

㍍
排
水
坑
口
に
設
置
さ
れ
た
閉

鎖
プ
ラ
グ
周
辺
の
坑
道
が
、
年

間
数
㍉
ほ
ど
変
形
し
て
い
る
。

最
悪
の
場
合
は
崩
壊
や
亀
裂
な

ど
で
鉱
毒
水
漏
れ
の
恐
れ
が
あ

る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
が
、
認

識
し
て
い
る
か
。
ま
た
、
ど
の
よ

う
に
対
処
し
て
い
る
か
。

市
長　
国
が
学
識
経
験
者
で
構

成
す
る
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、

昨
年
９
月
に
現
地
で
調
査
を

行
っ
た
が
、
そ
の
結
果
は
ま
だ
公

表
さ
れ
て
い
な
い
。
３
月
末
ま
で

に
公
表
し
た
い
と
の
事
な
の
で
、

市
と
し
て
も
調
査
結
果
の
内
容

に
よって
、
関
係
機
関
と
連
携
し

て
対
処
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

関
議
員　

閉
鎖
プ
ラ
グ
を
最
下

底
の
坑
道
に
設
置
す
れ
ば
、
鉱

毒
水
漏
れ
の
心
配
は
無
か
っ
た

と
思
う
が
、
な
ぜ
最
下
底
に
設

置
し
な
か
っ
た
の
か
。

市
長　

鉱
毒
水
の
量
と
酸
水

度
が
な
か
な
か
減
ら
な
か
っ
た
の

で
、
調
査
研
究
し
た
結
果
、
上

部
か
ら
流
出
す
る
こ
と
に
よ
り

重
金
属
濃
度
と
水
量
が
少
な
く

な
る
こ
と
か
ら
、
現
在
の
個
所

に
設
置
し
た
と
聞
い
て
い
る
。

関
議
員　

万
が
一、
岩
手
山
の

噴
火
や
地
震
な
ど
で
坑
道
が
崩

壊
や
亀
裂
が
起
こ
っ
て
鉱
毒
水

が
下
流
に
流
れ
出
た
場
合
、
受

け
流
す
水
路
が
あ
る
の
か
。

市
長　

閉
鎖
プ
ラ
グ
が
設
置
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
旧
排
水
路

は
使
用
で
き
な
い
状
況
と
な
って

い
る
。
流
れ
出
た
場
合
に
は
、

北
ノ
又
川
を
経
由
し
て
松
川
に

流
れ
る
と
想
定
す
る
。

関
議
員　

万
が
一、
鉱
毒
水
が

漏
れ
出
し
た
場
合
に
受
け
止
め

る
た
め
に
、
自
然
災
害
防
止
も

兼
ね
た
防
災
ダ
ム
の
設
置
も
必

要
で
は
な
い
か
。

市
長　

今
後
、
県
・
国
と
の
協

議
の
中
で
提
案
さ
れ
た
事
を
対

応
し
て
い
き
た
い
。

失
業
者
や
企
業
支
援

関
議
員　

現
在
の
社
会
状
況
で

は
、
ま
す
ま
す
雇
用
状
況
が
悪

化
し
て
く
る
と
予
想
さ
れ
る
。

失
業
者
や
企
業
へ
の
支
援
が
不

可
欠
と
感
じ
る
が
、
ど
の
よ
う

に
と
ら
え
て
い
る
か
。

市
長　

市
の
臨
時
職
員
と
し
、

ま
た
は
民
間
企
業
へ
の
事
業
委

託
に
よ
り
、
雇
用
の
創
出
に
努

め
る
。
企
業
へ
の
支
援
は
、
円

滑
な
資
金
供
給
に
努
め
て
い
る
。

関
議
員　

臨
時
職
員
と
し
て
の

一時
的
雇
用
や
、
企
業
へ
の
資
金

的
支
援
ば
か
り
で
な
く
、
雇
用

対
策
と
し
て
事
業
の
発
注
を
増

や
す
事
に
よ
って
、
企
業
と
し
て

も
安
定
し
て
失
業
し
て
い
る
人

た
ち
の
雇
用
が
で
き
る
効
果
が

あ
る
と
思
う
の
で
、
雇
用
拡
大

の
た
め
に
発
注
事
業
を
増
や
し

て
は
ど
う
か
。

商
工
観
光
課
長　
事
業
を
有
効

活
用
す
る
た
め
の
経
済
対
策
と
し

て
４
億
５
０
０
０
万
円
ほ
ど
国
に

要
望
し
て
い
て
、
早
く
資
金
を
市

場
に
流
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

旧
松
尾
鉱
山
の
鉱
毒
水
漏
れ
対
策

国
や
県
と
協
議
し
て
進
め
た
い　

約 93 億円と４年の歳月をかけて昭和 56 年に完成した新中和処理施設

新生会　関    善
ぜ ん

次
じ

郎
ろ う

　議員

 ・旧松尾鉱山坑道について
 ・緊急雇用対策について
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小
野
寺
議
員　
八
起
会
を
代
表

し
て
質
問
し
ま
す
。

　

自
宅
で
介
護
を
受
け
る
こ
と

が
難
し
い
お
年
寄
り
が
暮
ら
す

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ
の
入

所
待
機
者
が
、
全
国
で
38
万
２

０
０
０
人
と
な
っ
て
い
る
。
本
県

の
入
所
待
機
者
は
５
４
２
２
人

と
、
47
都
道
府
県
の
中
で
21
番

目
と
な
って
い
る
。

　

こ
れ
か
ら
団
塊
の
世
代
に
向

け
て
、
入
所
待
機
者
が
急
増
す

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
が
、
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
待
機
者

の
状
況
は
ど
う
か
。

市
長　
本
市
の
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
の
待
機
者
数
は
２
５
０
人

で
あ
る
。

小
野
寺
議
員　
入
所
待
機
者
の

解
消
対
策
は
ど
う
か
。

市
長　
第
４
期
介
護
保
険
事
業

計
画
で
は
、特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
30
床
、
老
人
保
健
施
設
27
床
、

医
療
療
養
型
ベッ
ド
37
床
を
老

人
保
健
施
設
に
転
換
予
定
で
、

施
設
型
サ
ー
ビ
ス
の
合
計
ベッ
ド

数
は
94
床
増
加
す
る
計
画
で
あ

る
。
介
護
度
の
重
い
待
機
者
に

つい
て
は
、
解
消
が
図
ら
れ
る
も

の
と
考
え
て
お
り
、
さ
ら
に
西

根
地
区
に
小
規
模
多
機
能
型
居

宅
介
護
施
設
１
施
設
整
備
す
る

計
画
で
あ
る
。

ス
キ
ー
選
手
の
育
成

小
野
寺
議
員　
こ
と
し
１
月
に

本
市
で
開
催
さ
れ
た
イ
ン
カ
レ

大
会
（
全
日
本
学
生
ス
キ
ー
選

手
権
大
会
）
や
、
中
国
・
ハ
ル

ビ
ン
で
開
催
さ
れ
た
ユ
ニ
バ
ー
シ

ア
ー
ド
冬
季
大
会
で
は
、
本
市

出
身
の
選
手
が
輝
か
し
い
成
績

を
挙
げ
、
八
幡
平
市
を
盛
り
上

げ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
敬
意
を

表
す
る
。
来
年
は
全
国
中
学
校

ス
キ
ー
大
会
、
次
は
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
（
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会
）
を
本
市
に
迎
え
る
中
で
、

ス
キ
ー
選
手
不
足
で
は
な
い
か

と
思
う
が
、
選
手
の
強
化
育
成

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

教
育
長　

強
化
育
成
は
シ
ー
ズ

ン
オ
フ
か
ら
で
あ
り
、
田
山
ク
ロ

ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス
を
指
定
管

理
委
託
し
、
夏
季
で
も
ラ
ン
ニ
ン

グ
で
き
る
環
境
づ
く
り
と
、
県

営
ス
キ
ー
ジ
ャ
ン
プ
場
は
直
営
管

理
運
営
を
行
い
、
常
に
使
用
で

き
る
環
境
整
備
に
努
め
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　

ソ
フ
ト
事
業
と
し
て
は
、
20

年
度
か
ら
小
学
生
を
対
象
と
し

た
ス
キ
ー
ス
ー
パ
ー
キ
ッ
ズ
養
成

講
座
を
開
設
し
て
い
る
。

　

今
後
も
、
少
年
期
に
お
け
る

ス
ポ
ー
ツ
知
識
、
体
力
向
上
を

ね
ら
い
と
し
た
事
業
を
展
開
し

て
、
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
強
化
育

成
を
支
援
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
の
質
問
事
項

◎
財
政
運
営
に
つい
て

昨
年
８
月
29
日
、
元
小
結・栃
乃
花
の
二
十
山
親
方
が
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
む
ら
さ
き
苑
を
訪
れ
、
入
所
者
の
皆
さ
ん
と
交
流
を
深
め
ま
し
た

特別養護老人ホーム待機者の解消
増床して解消する　

八起会　小野寺 昭
しょう

 一
い ち

　議員

 ・高齢者の環境整備について
 ・スポーツ振興について
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緑松会　大和田　順
じゅん

 一
い ち

　議員

 ・雇用対策について
 ・産業振興について
 ・少子化対策、子育て支援について
 ・企業（個人事業者含む）の褒賞制度創設
	 について

大
和
田
議
員　
緑
松
会
を
代
表

し
て
質
問
し
ま
す
。

　

国
の
各
種
雇
用
対
策
事
業
と
、

市
単
独
雇
用
創
出
の
考
え
は
。

市
長　
委
託
事
業
５
事
業
、
市

実
施
事
業
２
事
業
で
27
人
雇
用

す
る
予
定
で
あ
る
。
市
単
独
の

対
策
で
は
、
臨
時
職
員
の
継
続

雇
用
や
雇
用
拡
大
を
、
関
係
課

な
ど
と
協
議
し
検
討
し
た
い
。

６
次
産
業
化
の
考
え

大
和
田
議
員　
継
続
性
あ
る
産

業
振
興
と
農
林
業
関
連
企
業
誘

致
の
面
で
、
県
事
業
の
６
次
産

業
化
の
取
り
組
み
は
。

市
長　
付
加
価
値
の
高
い
加
工
、

流
通
、
販
売
な
ど
、
１
次
産
業

の
活
性
化
と
就
業
支
援
の
た
め
、

鋭
意
取
り
組
み
た
い
。

大
和
田
議
員　
ヤ
マ
ブ
ド
ウ
加

工
施
設
の
必
要
性
と
、
既
存
施

設
の
利
活
用
の
取
り
組
み
は
。

市
長　

検
討
し
た
が
、
現
状
で

は
採
算
維
持
が
難
し
い
。
今
後

は
大
学
と
の
連
携
で
６
次
産
業

化
の
研
究
な
ど
を
検
討
し
た
い
。

大
和
田
議
員　
雲
上
の
楽
園
再

生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
協
力
支
援

と
、
松
尾
鉱
山
跡
地
の
有
効
活

用
に
取
り
組
む
考
え
は
。

市
長　

官
民
協
働
に
よ
る
検
討

を
行
い
、
行
動
計
画
を
策
定
し
、

移
住
・
交
流
人
口
の
拡
大
に
取

り
組
み
た
い
。
鉱
山
跡
地
は
負

の
遺
産
の
発
想
を
転
換
し
、
環

境
学
習
の
場
と
し
て
シ
ン
ボ
ル
化

し
て
、
歴
史
を
学
ぶ
な
ど
、
有

機
的
に
結
び
付
け
た
八
幡
平
市

型
ニュ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
構
築
し

な
が
ら
活
用
し
た
い
。

大
和
田
議
員　
認
定
農
業
者
や

担
い
手
に
後
継
者
が
い
な
い
場
合

が
あ
る
。
早
く
把
握
し
、
新
規

就
農
や
独
立
就
農
を
目
指
す
人

材
育
成
に
取
り
組
む
べ
き
だ
。

市
長　

新
規
就
農
の
観
点
か

ら
、
県
内
複
数
校
の
５
０
０
人

に
対
し
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
、
リ
ン

ド
ウ
の
二
つ
の
経
営
を
対
象
に
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。
そ
の

結
果
、
市
で
就
農
し
た
い
と
回

答
し
た
方
が
36
人
お
り
、
積
極

的
支
援
の
内
容
次
第
で
は
新
規

就
農
者
を
増
や
せ
る
良
い
機
会

と
考
え
て
い
る
。

出
産
時
の
負
担
軽
減

大
和
田
議
員　

立
て
替
え
払
い

の
軽
減
の
た
め
、
出
産
一時
金
の

受
取
代
理
事
前
申
請
時
期
を
、

「
出
産
予
定
日
１
カ
月
以
内
」

よ
り
も
早
く
で
き
な
い
か
。

市
長　

国
で
は
、
本
年
10
月
か

ら
、一時
金
の
増
額
と
、
受
け
取

り
代
理
を
、
医
療
機
関
へ
の
直

接
支
払
い
に
改
め
る
た
め
、
一
時

的
負
担
も
解
消
で
き
る
。

大
和
田
議
員　
不
妊
治
療
の
現

状
と
支
援
は
ど
う
か
。

市
長　
１
回
の
治
療
に
30
万
円

か
ら
40
万
円
経
費
が
掛
か
る
の

で
、
前
向
き
に
取
り
組
み
た
い
。

貢
献
企
業
へ
の
褒
章

大
和
田
議
員　
消
防
団
や
地
域

の
活
動
に
貢
献
す
る
企
業
に
褒

章
、
認
証
を
授
与
で
き
な
い
か
。

市
長　
消
防
団
活
動
に
積
極
的

に
協
力
し
て
い
る
事
業
所
な
ど

に
、
消
防
協
力
事
業
所
表
示
制

度
の
導
入
を
検
討
し
た
い
。

こ
の
ほ
か
の
質
問
事
項

◎
予
算
執
行
に
つい
て

◎
医
療
と
介
護
に
つい
て

市
単
独
雇
用
創
出
の
考
え

関
係
課
と
協
議
し
検
討
し
た
い　

３月 25 日、本市と岩手大学が相互友好協力協定を締結しました
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日本共産党　髙 橋 悦
え つ

 郎
ろ う

　議員

 ・農業振興策について
 ・財政運営について

髙
橋
議
員　
日
本
共
産
党
会
派

を
代
表
し
て
質
問
し
ま
す
。

　

農
業
振
興
上
、
新
規
就
農
者

や
後
継
者
育
成
は
避
け
て
通
れ

な
い
課
題
だ
。
そ
の
施
策
は
。

市
長　

新
規
就
農
者
対
策
で

は
、
県
内
の
農
業
高
校
と
大
学

の
生
徒
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
し

た
結
果
、
８
・
４
％
に
当
た
る

36
人
が
、
八
幡
平
市
で
就
農
し

た
い
と
回
答
し
た
。
今
後
関
係

機
関
に
よ
る
受
け
入
れ
態
勢
を

協
議
し
て
い
く
。
最
初
は
ホ
ウ
レ

ン
ソ
ウ
・
リ
ン
ド
ウ
栽
培
へ
市
外

か
ら
４
～
５
人
の
新
規
就
農
者

を
募
集
し
、
平
成
22
年
度
か
ら

本
格
的
に
事
業
展
開
し
た
い
。

髙
橋
議
員　

九
戸
村
で
は
、
村

が
独
自
に
指
導
員
を
配
置
し
た

野
菜
農
園
で
研
修
生
を
３
年
間

研
修
さ
せ
て
い
る
。
県
の
制
度

も
活
用
し
、
単
身
者
は
月
10
万

円
、
夫
婦
は
月
13
万
円
の
生
活

費
を
支
給
す
る
制
度
に
な
って
い

る
。
こ
れ
ま
で
修
了
生
全
員
の

６
人
が
村
内
に
就
農
し
、
現
在

４
人
が
研
修
中
と
い
う
こ
と
だ

が
、
参
考
に
す
る
べ
き
で
は
。

農
林
課
長　

九
戸
村
が
一
番
充

実
し
た
内
容
だ
と
見
て
い
る
。

本
市
で
は
、
優
良
農
家
に
受
け

入
れ
し
て
い
た
だ
き
、
農
業
公

社
が
受
け
入
れ
農
家
に
月
５
万

円
出
す
制
度
も
活
用
し
た
い
。

受
け
入
れ
農
家
の
体
制
が
無
理

な
ら
、
他
の
事
例
な
ど
を
参
考

に
検
討
し
て
い
く
。

庁
舎
建
設
の
見
直
し

髙
橋
議
員　

新
庁
舎
建
設
は
、

そ
も
そ
も
市
民
多
数
の
賛
同
で

計
画
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
い

ま
未
曾
有
の
不
況
の
中
で
、
庁

舎
建
設
よ
り
市
民
生
活
を
優
先

す
べ
き
と
の
声
が
こ
れ
ま
で
以
上

に
多
く
聞
こ
え
る
。
計
画
は
見

直
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長　
世
界
的
な
不
況
状
況
に

あ
っ
て
、
本
市
に
も
影
響
が
出

始
め
て
い
る
。
そ
の
対
策
は
し
っ

か
り
対
応
し
て
い
く
。
本
市
の

基
盤
を
作
り
上
げ
る
た
め
に
も
、

新
庁
舎
建
設
は
着
実
に
計
画
を

進
め
る
。
加
え
て
、
本
庁
機
能

の
分
散
化
に
よ
る
非
効
率
の
解

消
を
図
る
こ
と
も
必
要
だ
。
今

後
、
外
部
の
検
討
委
員
会
で
庁

舎
建
設
基
本
計
画
を
協
議
し
て

い
た
だ
く
。

財
政
運
営
上
の
根
拠

髙
橋
議
員　
市
長
は
、
新
庁
舎

建
設
と
併
せ
、
集
会
の
場
な
ど

で
西
根
病
院
や
文
化
会
館
建
設

に
言
及
し
て
い
る
が
、
財
政
運

営
に
根
拠
を
持
って
の
も
の
か
。

市
長　
西
根
病
院
の
移
転
新
築

に
つい
て
は
、
新
市
建
設
計
画
に

計
画
さ
れ
て
い
る
も
の
だ
。
病

院
の
施
設
整
備
に
は
多
額
の
事

業
費
を
要
し
経
営
収
支
に
大
き

な
影
響
を
与
え
る
こ
と
か
ら
、

今
後
「
西
根
病
院
あ
り
方
検

討
委
員
会
」
で
検
討
し
て
い
く
。

文
化
会
館
に
つい
て
は
、
具
体
的

な
検
討
は
し
て
い
な
い
。
今
後

財
政
的
な
状
況
を
勘
案
し
、
早

期
に
調
査
・
検
討
し
た
い
。

３
月
８
日
に
行
わ
れ
た
「
百
姓一揆
ｉｎ
八
幡
平
市
」

新規就農者や後継者育成が課題
　　　22 年度から本格的に実施する
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八起会　工 藤 直
な お

 道
み ち

　議員

 ・深刻化する雇用情勢と対策について
 ・西根地区中心市街地の活性化について
 ・全日本学生スキー大会開催の経済効果と
	 運営について

工
藤
議
員　
景
気
悪
化
が
続
く

中
、
市
内
の
製
造
業
を
中
心
に

人
員
整
理
、
雇
い
止
め
が
進
み

深
刻
な
状
況
に
あ
る
。
一
刻
も

早
い
雇
用
確
保
対
策
が
重
要
と

考
え
る
が
、
対
応
策
を
伺
う
。

市
長　

企
業
の
雇
用
情
勢
は
２

月
末
で
正
規
社
員
、
派
遣
、
期

間
工
49
人
が
削
減
、
３
月
末
に

は
98
人
が
削
減
予
定
で
あ
り
、

市
で
は
対
策
本
部
を
設
置
す
る

と
と
も
に
、
雇
用
総
合
相
談
窓

口
を
開
設
し
、
生
活
支
援
な
ど

の
相
談
に
対
応
し
て
い
る
。

工
藤
議
員　
誘
致
企
業
の
不
況

は
地
域
経
済
に
与
え
る
影
響
が

大
き
い
。
企
業
対
策
に
加
え
、

市
内
起
業
家
育
成
と
、
地
場
企

業
整
備
に一層
重
点
を
置
い
た
施

策
が
必
要
で
は
な
い
か
。

市
長　

市
で
は
、
誘
致
企
業
28

社
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
な
ど
企
業

相
談
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
定

住
人
口
や
市
民
所
得
確
保
の
た

め
、
起
業
家
の
育
成
支
援
に
引

き
続
き
取
り
組
ん
で
い
く
。

工
藤
議
員　
雇
用
情
勢
の
悪
化

が
進
む
中
、
求
職
者
を
新
た
に

正
規
雇
用
し
た
事
業
者
に
支
給

さ
れ
る
国
の
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用

制
度
を
活
用
し
、
市
も
独
自
の

賃
金
助
成
に
よ
る
雇
用
支
援
を

行
い
、
積
極
的
な
雇
用
支
援
策

を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

思
う
が
ど
う
か
。

市
長　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連
携

し
、
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
制
度
の

活
用
促
進
を
図
る
た
め
、
雇
用

再
生
特
別
基
金
事
業
お
よ
び
緊

急
雇
用
創
出
事
業
を
フ
ル
活
用

し
、
失
業
者
の
新
規
雇
用
に
係

る
賃
金
の
全
額
助
成
な
ど
、
制

度
を
有
効
に
活
用
し
、
雇
用
支

援
に
努
め
て
い
く
。

中
心
市
街
地
の
活
性

工
藤
議
員　
大
更
地
区
は
、
市

内
で
最
も
基
礎
的
交
通
基
盤
が

整
って
い
る
。
観
光
振
興
面
、
市

の
玄
関
口
と
し
て
駅
前
周
辺
整

備
は
必
要
で
あ
り
、
早
期
実
施

が
望
ま
れ
る
。
整
備
推
進
が
中

心
地
市
街
地
の
活
性
化
に
結
び

付
く
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

市
長　
都
市
計
画
区
域
の
整
備

変
更
区
域
の
中
に
駅
前
広
場
を

組
み
入
れ
、
県
と
協
議
を
重
ね
、

21
年
度
中
に
は
認
可
を
い
た
だ

け
る
と
思
う
。
通
学
送
迎
や
身

障
者
に
配
慮
し
た
シ
ス
テ
ム
を
含

め
た
大
更
駅
前
広
場
の
再
開
発

整
備
を
計
画
し
て
い
る
。

ス
キ
ー
大
会
の
効
果

工
藤
議
員　

全
日
本
学
生
ス

キ
ー
選
手
権
大
会
は
、
大
会
運

営
に
市
、
大
会
実
行
委
員
会
、

ス
キ
ー
連
盟
な
ど
の
協
力
に
よ

り
成
功
に
導
い
て
い
た
だ
い
た
。

県
な
ど
か
ら
の
補
助
金
も
な
く
、

大
会
に
要
し
た
経
費
も
多
か
っ

た
。
経
済
効
果
と
今
後
の
運
営

に
つい
て
伺
う
。

市
長　
大
会
期
間
中
、
市
内
58

施
設
に
延
べ
８
５
０
０
人
以
上
の

宿
泊
が
あ
り
、
波
及
効
果
は
１

億
２
０
０
０
万
円
以
上
と
想
定

し
て
い
る
。
冬
季
ス
ポ
ー
ツ
の
み

な
ら
ず
、
夏
場
に
お
け
る
ス
ポ
ー

ツ
合
宿
を
含
め
、
誘
致
活
動
を

進
め
て
い
く
。

深
刻
化
す
る
雇
用
問
題
と
対
策

生
活
支
援
な
ど
総
合
的
相
談
に
対
応　

３月末でパートを含む 85 人が解雇となったユニシア厚和西根工場
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北
口
議
員　
中
山
間
地
域
等
直

接
支
払
制
度
の
２
期
目
が
21
年

度
で
終
了
す
る
が
、
制
度
の
継

続
と
、
対
象
農
地
を
牧
草
地
や

放
牧
地
に
も
追
加
す
る
交
付
金

の
強
化
が
必
要
と
思
う
が
。

市
長　
一
定
要
件
を
満
た
せ
ば
、

牧
草
地
や
放
牧
地
も
対
象
農
地

に
見
直
し
を
か
け
、
交
付
金
需

要
面
積
の
拡
大
を
図
る
。
交
付

金
の
強
化
に
つ
い
て
は
、
集
落
に

対
し
指
導
、
助
言
を
行
う
。

広
域
的
な
畜
産
振
興

北
口
議
員　
土
地
の
有
効
利
用

な
ら
び
に
食
糧
自
給
率
向
上
の

た
め
、
本
市
に
は
約
１
３
０
平

方
㌔
㍍
の
市
営
牧
野
４
カ
所
、

休
止
３
カ
所
、
民
間
４
カ
所
が

あ
る
が
、
牧
野
の
再
生
に
お
け

る
畜
産
振
興
が
最
重
要
課
題
と

認
識
し
て
い
る
。
事
業
推
進
に

は
、
県
境
を
越
え
た
広
域
的
な

連
携
と
、
国
へ
の
要
望
も
必
要

と
考
え
る
が
、
事
業
推
進
に
つい

て
伺
う
。

市
長　

公
共
牧
場
に
よ
る
放
牧

事
業
は
、
低
コ
ス
ト
生
産
の
手

段
と
し
て
大
変
有
効
で
あ
る
。

県
で
は
、公
共
牧
場
リ
フ
レッ
シュ

事
業
を
立
ち
上
げ
、
県
内
各

地
の
公
共
牧
場
運
営
者
に
情
報

提
供
の
場
を
設
け
て
お
り
、
情

報
を
活
用
し
な
が
ら
、
今
後
の

放
牧
事
業
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
必
要
に
応
じ
て
国
や
県
に

も
要
望
す
る
。

農
業
補
助
金
の
現
状

北
口
議
員　
日
本
の
食
糧
自
給

率
は
39
％
で
、
国
が
支
出
す
る

農
業
所
得
政
府
支
出
、
い
わ
ゆ

る
補
助
金
が
15
・
６
％
で
あ
る
。

自
給
率
の
高
い
欧
米
に
比
較
し
、

ア
メ
リ
カ
26
・
４
％
、
フ
ラ
ン
ス

90・２
％
、
イ
ギ
リ
ス
95・２
％
で
、

現
状
は
あ
ま
り
に
も
低
い
。
本

市
の
農
業
振
興
に
当
た
り
、
今

後
の
対
応
を
伺
う
。

市
長　
農
業
生
産
は
高
齢
者
頼

み
が
現
実
で
あ
り
、
後
継
者
対

策
は
最
重
要
課
題
と
し
て
取
り

組
み
た
い
。
国
の
水
田
等
有
効

活
用
自
給
力
強
化
向
上
対
策
な

ど
、
可
能
な
限
り
有
効
活
用
し

な
が
ら
、
さ
ら
に
必
要
な
予
算

確
保
を
国
に
要
望
し
、
食
料
自

給
率
の
向
上
に
微
力
な
が
ら
貢

献
し
た
い
。

森
林
管
理
署
と
連
携

北
口
議
員　
林
業
整
備
は
、
除

間
伐
、
枝
打
ち
な
ど
、
市
有
林
、

民
有
林
、
分
収
造
林
を
中
心
に

実
施
し
て
い
る
が
、
森
林
環
境

保
全
、
雇
用
対
策
を
重
視
し
て

考
え
る
と
、
中
長
期
的
に
も
国

有
林
整
備
も
必
要
と
考
え
る
。

盛
岡
、
岩
手
北
部
森
林
管
理
署

と
連
携
し
、
雇
用
の
場
を
提
供

す
る
考
え
は
な
い
か
。

市
長　

林
業
振
興
の
観
点
か
ら

の
雇
用
対
策
と
し
て
、
市
有
林

整
備
事
業
５
０
０
人
、
林
道
整

備
事
業
に
延
べ
４
０
０
人
の
新
規

雇
用
を
予
定
し
て
い
る
。
盛
岡
、

岩
手
北
部
森
林
管
理
署
を
含
め

た
構
成
員
で
市
の
森
林
整
備
計

画
を
策
定
中
で
あ
り
、
そ
の
中

で
雇
用
の
場
提
供
に
結
び
付
け

ら
れ
る
よ
う
検
討
す
る
。

　
　

安
代
地
区
繋
沢
で
は
、
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
を
活
用
し
、

　
　

地
域
住
民
が
力
を
合
わ
せ
て
水
路
な
ど
の
整
備
を
行
い
ま
し
た

対象農地の追加と交付金の強化
　　　交付金需要面積の拡大を図る

無会派　北 口 和
か ず

 男
お

　議員

 ・中山間地域等直接払制度について
 ・畜産振興について
 ・食糧の国内生産振興策について
 ・雇用対策について
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日本共産党　山 本　  榮
さかえ

　議員

 ・安心して利用できる介護保険に

山
本
議
員　

介
護
保
険
制
度

が
始
ま
って
10
年
目
を
迎
え
る
。

こ
の
間
、
３
年
ご
と
に
見
直
し
が

さ
れ
て
き
た
。
介
護
現
場
の
労

働
条
件
は
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。

社
会
保
障
の
充
実
で
雇
用
を
増

や
す
た
め
に
も
、
労
働
環
境
の

整
備
、
介
護
施
設
の
整
備
促
進

な
ど
が
不
可
欠
で
あ
る
。
現
在

の
介
護
保
険
制
度
は
利
用
者
が

増
え
た
り
労
働
条
件
を
改
善
し

た
り
す
れ
ば
、
た
だ
ち
に
低
所

得
者
ま
で
含
め
て
保
険
料
、
利

用
料
が
連
動
し
て
値
上
げ
に
な

る
と
い
う
根
本
的
矛
盾
を
抱
え

て
い
る
。
保
険
料
の
負
担
を
増

や
さ
な
い
で
制
度
の
改
善
を
図
っ

て
い
く
た
め
に
は
、
国
庫
負
担

の
割
合
を
引
き
上
げ
る
し
か
な

い
。
見
解
を
伺
う
。

市
長　
保
険
料
を
値
上
げ
し
な

い
で
サ
ー
ビ
ス
充
実
に
努
め
る
と

い
う
、
相
反
す
る
二
つ
の
こ
と
を

進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ

の
制
度
が
皆
さ
ま
か
ら
信
頼
さ

れ
る
よ
う
に
努
め
る
。
市
民
の

負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
国
庫

負
担
の
増
額
要
請
を
継
続
的
に

要
望
し
て
い
き
た
い
。

さ
ら
な
る
制
度
充
実

山
本
議
員　
第
４
期
介
護
保
険

計
画
で
は
、
保
険
料
は
、
基
金

全
額
２
億
３
８
０
０
万
円
の
取

り
崩
し
に
よ
り
基
準
月
額
で
10

円
増
の
３
９
０
４
円
と
少
額
の

値
上
げ
に
と
ど
ま
っ
た
。
所
得

段
階
別
保
険
料
の
第
２
段
階
は

基
準
額
の
０
・
65
か
ら
０
・
５
に

下
げ
た
こ
と
に
よ
り
、
年
額
６

９
０
０
円
減
額
し
１
７
６
２
人

が
対
象
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
は
、

低
所
得
者
の
保
険
料
軽
減
が
図

ら
れ
た
こ
と
で
あ
り
評
価
す
る
。

低
所
得
者
に
対
す
る
保
険
料
の

減
免
制
度
の
、
さ
ら
な
る
充
実

を
求
め
る
。

市
長　

保
険
料
の
減
免
は
、
第

３
段
階
の
方
に
つ
い
て
は
、
今
ま

で
同
様
取
り
扱
って
い
く
。

山
本
議
員　
平
成
20
年
度
分
に

お
け
る
、
第
１
号
被
保
険
者
の

滞
納
者
人
数
は
何
人
か
。

市
長　

滞
納
者
は
１
６
５
人
。

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
で

１
年
以
上
滞
納
は
３
人
い
る
。

山
本
議
員　
滞
納
者
に
対
し
利

用
制
限
の
な
い
対
応
を
求
め
る
。

市
長　
滞
納
者
に
対
す
る
保
険

給
付
制
限
は
し
て
い
な
い
。

増
床
で
待
機
者
解
消

山
本
議
員　

特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
、
小
規
模
多
機
能
施
設
、

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
生
活
支
援
ハ

ウ
ス
な
ど
、
地
域
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
多
様
な
施
設
整
備
、

増
床
を
早
期
に
実
施
し
、
待
機

者
の
解
消
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。

見
通
し
は
ど
う
か
。

市
長　
西
根
地
区
は
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
に
30
床
増
床
、
小

規
模
多
機
能
型
施
設
１
カ
所
25

人
整
備
、
松
尾
地
区
は
、
医
療

病
床
か
ら
老
人
保
健
施
設
に
24

床
転
換
、
ケ
ア
ハ
ウ
ス
か
ら
介
護

型
に
35
床
転
換
、
安
代
地
区
は

老
人
保
健
施
設
で
医
療
か
ら
転

換
13
床
、
増
床
27
床
の
計
画
で

あ
る
。
介
護
度
の
重
い
方
々
の

待
機
者
の
解
消
が
図
ら
れ
る
。

安
心
し
て
利
用
で
き
る
介
護
保
険

施
設
整
備
で
待
機
者
解
消
図
る　

３月 16 日、元気に 100 歳の誕生日を迎えた髙橋リツさん（松尾地区時森）
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遠
藤
議
員　
１
０
０
年
に一度
と

も
言
わ
れ
る
経
済
危
機
の
中
で

も
、
庁
舎
建
設
は
計
画
ど
お
り

進
め
る
考
え
か
。

市
長　

庁
内
組
織
分
散
に
よ
る

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
や
、
本

庁
舎
の
狭

き
ょ
う

隘あ
い

、
松
尾
総
合
支
所

の
耐
震
不
足
と
施
設
老
朽
化
、

ま
た
、
市
誕
生
に
か
か
わ
る
大

き
な
約
束
事
で
あ
っ
た
新
庁
舎

建
設
は
、
将
来
の
市
発
展
基
盤

と
し
て
着
実
に
進
め
る
事
が
市

民
に
と
って
も
大
事
で
あ
る
。

遠
藤
議
員　

市
民
と
し
て
の
立

場
を
離
れ
、一市
民
と
し
て
考
え

た
場
合
で
も
建
設
に
賛
成
か
。

市
長　

市
民
の
利
便
性
や
、
市

の
今
後
の
揺
る
ぎ
な
い
発
展
を

考
え
た
場
合
、
計
画
的
に
進
め

る
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る
。

遠
藤
議
員　
庁
舎
建
設
だ
け
で

20
億
円
程
度
と
い
う
事
だ
が
、

ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備
な
ど
、
そ

の
倍
以
上
は
か
か
る
の
で
は
な
い

か
と
予
想
さ
れ
る
。
建
設
あ
り

き
と
い
う
事
で
は
な
く
、
市
民

の
声
を
広
く
聞
い
て
慎
重
に
対

応
す
べ
き
で
あ
る
と
思
う
。

市
長　

庁
舎
建
設
に
つ
い
て
は
、

合
併
協
定
書
に
盛
り
込
ま
れ

た
、
ま
さ
に
協
定
書
で
あ
る
。

遠
藤
議
員　

計
画
時
点
と
人

口
、
税
収
な
ど
、
基
本
と
な
る

数
値
な
ど
も
大
き
く
変
わ
っ
て
、

と
て
も
実
行
で
き
る
状
況
で
は

な
い
と
思
う
が
、
ど
う
予
測
し

て
い
る
か
。

市
長　
交
付
税
も
増
加
の
傾
向

に
あ
り
、
財
政
調
整
基
金
も
そ

ん
な
に
取
り
崩
さ
な
い
。
預
金

も
増
え
て
い
る
し
、
借
金
は
減
っ

て
い
る
。

財
政
課
長　

確
か
に
、
税
収
な

ど
は
減
少
に
な
って
い
る
。
法
人

税
は
企
業
城
下
町
で
は
な
い
の

で
、
大
き
な
減
収
は
生
じ
て
い

な
い
。
市
の
交
付
税
ベ
ー
ス
も
上

が
って
い
る
。
合
併
時
以
降
の
財

政
調
整
基
金
、
各
種
の
目
的
基

金
も
合
併
以
降
増
や
し
て
い
る
。

合
併
協
定
の
建
設
基
金
も
、
21

年
度
で
２
億
円
積
む
と
、
協
定

で
約
束
の
10
億
円
と
な
る
。
着

実
な
財
政
運
営
と
思
って
い
る
。

遠
藤
議
員　

詰
ま
る
と
こ
ろ
、

ど
う
世
の
中
の
情
勢
が
変
わ
って

も
、
合
併
協
定
書
に
あ
る
か
ら

庁
舎
建
設
を
進
め
る
、
と
い
う

こ
と
か
。

市
長　

ど
の
よ
う
な
状
況
と
い

う
の
は
、
ど
う
い
う
事
を
想
定

し
て
い
る
の
か
理
解
し
難
い
が
、

例
え
ば
税
収
が
半
分
に
落
ち
た

と
か
、
交
付
税
特
例
債
が
廃
止

に
な
っ
た
と
か
、
と
な
れ
ば
当
然

市
民
生
活
を
守
り
、
今
の
福
祉

水
準
を
守
って
い
く
た
め
考
え
直

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
財

政
課
長
の
答
弁
が
あ
っ
た
よ
う

に
、
将
来
10
年
位
ま
で
は
今
の

福
祉
水
準
、
あ
る
い
は
そ
れ
以

上
の
水
準
を
保
ち
な
が
ら
、
そ

の
上
で
庁
舎
を
建
設
し
て
も
、

文
化
会
館
建
設
し
て
も
財
政
運

営
上
は
支
障
が
な
い
財
政
計
画

と
な
って
お
り
、
国
が
滅
び
る
と

か
、
そ
う
いっ
た
も
の
が
な
い
限

り
、財
政
見
通
し
は
つい
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
の
質
問
事
項

◎
市
長
の
１
期
４
年
間
の
自
己

評
価
は
い
か
に

◎
次
期
三
役
体
制
に
つい
て

◎
農
業
振
興
策
に
つい
て

◎
寺
田
老
人
憩
の
家
の
決
算
見

通
し
と
今
後
の
運
営
に
つい
て

　
　
　
　

新
庁
舎
は
、
国
道
２
８
２
号
と
Ｊ
Ｒ
花
輪
線
沿
い
の

　
　
　
　

通
称
「
平
舘
・
野
駄
田た

ん
ぼ圃

付
近
」
に
建
設
予
定
で
す

１００年に一度の厳しい中でも進めるのか
　　　庁舎建設は市発展基盤として大事である

新生会　遠 藤 公
き み

 雄
お

　議員

 ・庁舎建設計画について
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今回質問した項目
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八起会　渡 邊　　 正
ただし

　議員

 ・箱物建設について
 ・公共下水道事業の今後について
 ・農林業問題について

渡
邊
議
員　
新
庁
舎
、
文
化
セ

ン
タ
ー
、
病
院
な
ど
世
界
的
な

経
済
状
況
下
で
の
必
要
性
は
。

市
長　

建
設
の
必
要
性
は
、
本

庁
舎
の
狭

き
ょ
う

隘あ
い

に
よ
る
部
局
の
分

散
に
よ
る
行
政
効
率
と
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
、
松
尾
総
合

支
所
の
耐
震
不
足
、
施
設
の
老

朽
化
な
ど
、
旧
３
町
村
の
合
併

協
定
事
項
で
あ
り
、
庁
舎
建
設

に
向
け
た
基
金
積
み
立
て
も
維

持
し
て
い
る
。
合
併
市
町
村
の

み
が
受
け
ら
れ
る
国
の
支
援
で

新
庁
舎
を
整
備
す
る
こ
と
が
、

将
来
に
お
け
る
本
市
の
基
盤
づ

く
り
に
は
、
財
政
運
営
上
、
最

も
負
担
が
少
な
く
、
早
期
の
整

備
が
図
ら
れ
る
と
考
え
る
。
文

化
セ
ン
タ
ー
の
整
備
は
、
現
時
点

で
は
具
体
的
な
内
部
検
討
は
し

て
い
な
い
が
、
将
来
に
向
け
整

備
が
必
要
で
あ
る
。
必
要
性
、

施
設
の
内
容
に
つい
て
早
期
に
調

査
検
討
し
て
い
く
。
西
根
病
院

の
移
転
新
築
計
画
は
、
本
体
施

設
が
昭
和
50
年
５
月
建
設
で
合

併
10
年
目
と
な
る
平
成
27
年
に

は
、
地
方
公
営
企
業
法
に
よ
る

病
院
の
耐
用
年
数
39
年
に
達
す

る
。
設
備
診
療
環
境
は
恵
ま
れ

た
状
況
と
は
言
え
ず
、
老
朽
化

に
よ
る
院
内
配
管
や
修
繕
費
用

も
か
さ
む
こ
と
な
ど
を
検
討
し

た
結
果
、
新
市
建
設
策
定
時
に

は
、
大
規
模
改
修
よ
り
も
移
転

新
築
と
し
て
計
画
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。
移
転
新
築
か
改
築
の

ど
ち
ら
が
望
ま
し
い
か
は
、
今

後
西
根
病
院
の
あ
り
方
検
討
委

員
会
で
検
討
を
し
て
い
く
。

公
共
下
水
道
の
今
後

渡
邊
議
員　
公
共
下
水
道
事
業

の
今
後
に
つ
い
て
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ

ス
ト
の
見
通
し
は
ど
う
か
。
ま

た
、
利
用
料
金
の
値
上
げ
や
、一

般
会
計
への
影
響
は
ど
う
か
。

市
長　
公
共
下
水
道
全
体
計
画

は
、
計
画
区
域
面
積
８
１
５
㌶
、

計
画
人
口
９
０
０
０
人
と
設
定

し
て
い
る
。
平
成
19
年
度
ま
で

の
整
備
面
積
は
約
２
０
０
㌶
、

整
備
人
口
約
５
３
０
０
人
で
整

備
率
58
％
、
接
続
率
は
約
60
％
、

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
は
19
年
度
実

績
で
西
根
処
理
区
の
維
持
管
理

費
は
約
４
４
０
０
万
円
で
あ
る
。

全
体
計
画
で
は
、
当
面
目
標
年

次
の
平
成
32
年
に
は
整
備
面
積

５
８
０
㌶
、
整
備
人
口
７
５
０
０

人
、
接
続
率
約
80
％
と
計
画
、

維
持
管
理
費
は
約
６
２
０
０
万

円
を
見
込
ん
で
い
る
。
利
用
料

金
値
上
げ
の
可
能
性
に
つ
い
て

は
、
西
根
処
理
区
の
19
年
度
の

実
績
で
は
、
維
持
管
理
費
に
対

し
使
用
料
に
よ
る
改
修
率
が
約

７
割
で
、
維
持
管
理
費
を
使
用

料
で
賄
う
こ
と
が
で
き
ず
、一般

会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
で
賄
って

い
る
。
今
後
の
情
勢
変
化
に
よ
っ

て
は
、
使
用
料
を
検
討
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
一
般
会
計
へ
の

影
響
に
つい
て
は
、
繰
り
入
れ
の

軽
減
を
図
り
た
い
。

市
有
林
の
伐
採
計
画

渡
邊
議
員　
市
所
有
の
伐
採
時

期
に
達
し
て
い
る
山
林
面
積
と
、

伐
採
後
、
山
林
以
外
に
使
用
可

能
面
積
は
い
く
ら
か
。

市
長　
ス
ギ
88
㌶
、
ア
カ
マ
ツ
２

６
６
㌶
、
カ
ラ
マ
ツ
３
８
８
㌶
、

計
７
４
２
㌶
で
、
約
60
％
と
見

込
ん
で
い
る
。
森
林
以
外
への
使

用
可
能
面
積
と
い
う
視
点
か
ら

は
把
握
し
て
い
な
い
。

こ
の
ほ
か
の
質
問
事
項

◎
市
職
員
の
人
事
配
置
等
相
互

関
係
に
つい
て

箱
物
建
設
の
必
要
性

　
　
　
　
行
政
効
率
や
老
朽
化
な
ど
施
設
ご
と
に
検
討

松尾総合支所には、建設部や教育委員会などが置かれています
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髙
橋
議
員　
私
は
、
市
税
条
例

の
う
ち
、
入
湯
税
課
税
免
除
を

定
め
た
第
１
４
２
条
第
２
号
の

該
当
者
に
つい
て
、
現
行
の
「
修

学
旅
行
の
た
め
の
中
学
校
の
生

徒
及
び
小
学
校
の
児
童
並
び
に

こ
れ
ら
の
統
導
者
」
と
い
う
範

囲
を
、
高
校
生
、
大
学
生
に
も

広
げ
る
べ
き
だ
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
同
様
に
、
第
１
４
２

条
第
３
号
の
該
当
者
に
つ
い
て
、

「
競
技
等
の
た
め
の
大
学
の
学

生
、
高
等
学
校
及
び
中
学
校
の

生
徒
、
小
学
校
の
児
童
並
び
に

こ
れ
ら
の
統
導
者
」
と
い
う
範

囲
は
、
ス
ポ
ー
ツ
だ
け
で
な
く
文

化
的
な
活
動
に
お
け
る
合
宿
な

ど
も
入
っ
て
い
る
と
考
え
る
が
、

市
の
見
解
を
問
う
。

市
長　

入
湯
税
は
、
市
の
貴
重

な
自
主
財
源
と
な
って
い
る
。
し

か
し
、
高
校
生
や
大
学
生
の
修

学
旅
行
生
に
つ
い
て
も
、
入
湯

税
を
免
除
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

観
光
客
の
増
加
が
図
ら
れ
、
地

域
の
経
済
効
果
に
つ
な
が
る
も

の
と
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

条
例
を
改
正
す
る
よ
う
、
早
期

に
取
り
組
み
た
い
。

　

ま
た
、
競
技
な
ど
の
範
囲
に
つ

い
て
も
、
教
育
の一
環
と
し
て
開

催
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
今
後

公
平
な
課
税
対
象
と
す
る
た
め

に
文
化
、
芸
術
に
か
か
わ
る
合

宿
な
ど
に
つい
て
も
、
免
除
の
対

象
と
す
る
よ
う
に
税
条
例
を
改

正
す
る
。

企
画
総
務
部
長　
誘
客
時
期
に

合
わ
せ
、
６
月
定
例
議
会
に
条

例
改
正
案
を
提
案
し
た
い
。

登
山
道
の
再
点
検
必
要

髙
橋
議
員　
八
幡
平
国
立
公
園

を
は
じ
め
と
す
る
登
山
道
の
安

全
対
策
に
つい
て
、
特
に
危
険
な

区
域
に
つい
て
は
再
点
検
す
る
必

要
が
あ
る
と
思
う
が
、
市
は
把

握
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
説

明
を
求
め
る
。

市
長　

近
年
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

ブ
ー
ム
と
と
も
に
、
市
内
の
登

山
道
の
利
用
者
は
増
加
傾
向
に

あ
る
。
市
と
し
て
は
、
利
用
者

の
安
全
対
策
と
し
て
、
自
然
保

護
管
理
員
に
よ
る
巡
視
を
実
施

し
て
い
る
。
ま
た
、
県
と
合
同

で
年
数
回
、
危
険
個
所
調
査
を

行
い
、
整
備
が
必
要
な
も
の
は
、

県
に
要
請
し
、
危
険
個
所
の
解

消
に
努
め
て
い
る
。

　

市
独
自
の
対
応
と
し
て
は
、

平
成
21
年
度
は
、
広
域
観
光
山

岳
自
然
整
備
事
業
に
よ
り
、
登

山
道
の
危
険
区
域
の
点
検
と
整

備
を
予
定
し
て
い
る
。

現
在
、
入
湯
税
の
非
課
税
対
象
拡
大
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す

入湯税課税免除範囲の改正
早期に取り組みたい　

緑松会　髙 橋 俊
と し

 彦
ひ こ

　議員

 ・入湯税第１４２条について
 ・登山道の安全対策について
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新生会　工 藤　　 剛
つよし

　議員

 ・一人暮らしの高齢者の安全確保について
 ・小・中学生の通学路の安全確保について
 ・市営建設工事について

工
藤
議
員　

市
内
で
１
０
１
歳

の一人
暮
ら
し
老
人
が
火
災
で
亡

く
な
る
と
い
う
事
故
が
あ
っ
た
。

今
後
の
対
策
を
伺
う
。

市
長　
民
生
委
員
な
ど
と
連
携

し
、
高
齢
者
見
守
り
サ
ー
ビ
ス

事
業
の
充
実
を
図
る
。

工
藤
議
員　

市
内
に
一
人
暮
ら

し
高
齢
者
は
何
人
い
る
か
。
ま

た
、
火
災
の
原
因
の
多
く
は
反

射
式
ス
ト
ー
ブ
の
給
油
時
と
考

え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
対

策
を
取
れ
な
い
か
。

長
寿
社
会
課
長　
65
歳
以
上
は

８
７
８
世
帯
、
90
歳
以
上
は
19

人
い
る
。
給
油
の
仕
方
や
注
意

事
項
を
繰
り
返
し
説
明
し
、
給

油
時
に
見
回
り
す
る
よ
う
に
検

討
す
る
。

通
学
路
の
安
全
確
保

工
藤
議
員　
児
童
生
徒
が
安
心

し
て
通
学
で
き
る
環
境
の
整
備

は
行
政
の
義
務
だ
と
思
う
。
今

後
の
対
策
を
伺
う
。

市
長　

交
通
指
導
員
に
よ
る
交

通
安
全
教
育
や
、
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー

ン
標
識
に
よ
る
安
全
運
転
の
啓

発
を
し
て
い
る
。
来
年
度
は
通

学
路
に
防
犯
灯
を
整
備
す
る
計

画
で
あ
る
。

教
育
長　

各
学
校
で
安
全
マ
ッ

プ
を
作
成
し
、
危
険
個
所
の
点

検
を
毎
年
行
っ
て
い
る
。
登
下

校
の
安
全
対
策
と
し
て
は
、
ス

ク
ー
ル
ガ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
の
配

置
、
メ
ー
ル
配
信
シ
ス
テ
ム
の
導

入
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
用
の
ベ
ス

ト
や
車
両
用
の
ス
テ
ッ
カ
ー
な
ど

を
配
布
し
て
い
る
。

工
藤
議
員　
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド

リ
ー
ダ
ー
は
現
在
何
人
い
る
か
。

教
育
次
長　

市
内
で
10
人
に
お

願
い
し
て
い
る
。

工
藤
議
員　
登
下
校
の
見
守
り

活
動
は
老
人
ク
ラ
ブ
の
方
々
を

中
心
に
行
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る

が
、
行
政
・
学
校
・
親
・
地
域
・

各
団
体
な
ど
が
協
力
し
て
、
も
っ

と
大
き
な
見
守
り
活
動
組
織
的

な
も
の
を
作
れ
な
い
か
。

教
育
長　
同
感
だ
が
、
現
状
は

一同
に
集
ま
る
こ
と
が
難
し
い
。

倒
産
の
現
状
と
見
解

工
藤
議
員　
20
年
度
の
市
営
建

設
工
事
の
落
札
率
を
伺
う
。
ま

た
、
市
の
指
名
業
者
で
倒
産
な

ど
を
し
た
業
者
数
と
、
そ
れ
に

対
す
る
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

市
長　
最
低
制
限
価
格
の
計
算

方
法
を
改
め
た
９
月
４
日
以
前

の
入
札
と
の
比
較
で
、
最
小
落

札
率
が
68
・
95
％
か
ら
78
・
52
％

に
、
平
均
落
札
率
で
88
・
４
％

が
90
・
13
％
に
上
昇
し
た
こ
と
に

よ
り
、
ダ
ン
ピ
ン
グ
受
注
の
防
止

に
な
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
。
次

に
、
倒
産
し
た
業
者
は
２
社
で
、

未
竣
工
現
場
は
４
件
。
市
と
し

て
は
円
滑
な
資
金
供
給
の
観
点

か
ら
、
60
％
ま
で
可
能
な
中
間

前
払
い
制
度
の
導
入
を
検
討
中

で
あ
る
。

工
藤
議
員　
経
営
内
容
の
把
握

が
困
難
な
市
外
業
者
の
指
名
の

見
直
し
は
で
き
な
い
か
。

財
政
課
長　

指
名
に
関
し
て

は
、
指
名
選
考
委
員
会
で
議
論
、

決
定
す
る
。

こ
の
ほ
か
の
質
問
事
項

◎
教
育
振
興
に
つい
て

一人
暮
ら
し
高
齢
者
の
安
全
対
策

地
域
と
共
に
見
守
り
を
充
実
す
る　

  　　　　　　市社会福祉協議会では、一人暮らしの高齢者を対象として、
　　　　　　振り込め詐欺などに遭わないよう各種教室を開催しています
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小
笠
原
議
員　
耕
作
放
棄
農
地

は
拡
大
傾
向
だ
が
、
防
止
の
具

体
策
を
伺
う
。

市
長　
農
地
が
有
効
利
用
さ
れ

な
い
の
は
、
農
業
で
所
得
を
上

げ
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
る

か
ら
と
認
識
し
て
い
る
。
未
利

用
農
地
を
な
く
す
る
た
め
、
国

に
農
業
政
策
の
充
実
を
求
め
、

集
団
的
土
地
利
用
を
実
現
し
て

い
く
。
農
業
委
員
会
と
協
議
し

仕
組
み
を
構
築
す
る
。　
　
　

小
笠
原
議
員　
集
落
営
農
組
織

の
未
結
成
地
域
の
放
棄
地
助
成

を
検
討
す
る
べ
き
だ
。

産
業
建
設
部
長　
耕
作
放
棄
地

に
対
し
、
国
は
制
度
化
を
し
た

が
、
き
め
細
か
く
対
策
す
る
考

え
に
立
って
、
市
単
独
の
措
置
を

講
じ
た
も
の
で
あ
る
。
今
後
と

も
、
何
ら
か
の
手
だ
て
を
講
じ
、

耕
作
放
棄
地
を
減
ら
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。　

畑
の
遊
休
化
防
止
策

小
笠
原
議
員　
畑
の
耕
作
放
棄

地
拡
大
防
止
策
と
し
て
、
奨
励

金
対
象
作
目
を
増
や
し
農
業
経

営
の
支
援
を
図
る
べ
き
だ
。

市
長　
中
小
規
模
農
家
の
経
営

継
続
に
は
、
集
落
営
農
組
織
の

確
立
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、

市
で
は
結
成
に
積
極
的
に
取
り

組
み
た
い
。
21
年
度
か
ら
水
田

等
有
効
活
用
交
付
金
制
度
を
創

設
す
る
が
、
該
当
し
な
い
作
物

に
つ
い
て
営
農
組
織
が
ソ
バ
、
野

菜
、
リ
ン
ド
ウ
な
ど
を
作
付
し

た
場
合
、
10
㌃
５
０
０
０
円
か

ら
３
５
０
０
円
の
範
囲
で
単
独

助
成
す
る
。
畑
は
、
国
が
１
年

だ
け
10
㌃
１
万
５
０
０
０
円
を

交
付
す
る
制
度
が
あ
る
。

新
規
就
農
へ
の
支
援

小
笠
原
議
員　
Ｕ
タ
ー
ン
、
Ｉ

タ
ー
ン
に
よ
る
就
農
者
確
保
の

見
通
し
を
伺
う
。

市
長　
新
規
就
農
者
対
策
を
講

じ
、
市
の
受
け
入
れ
態
勢
を
確

立
す
る
。
県
農
業
公
社
が
発
行

す
る
新
規
就
農
支
援
者
受
け
入

れ
情
報
に
掲
載
し
、
新
農
業
人

フェア
へ
積
極
的
に
参
加
す
る
。

農
林
業
の
体
験
学
習

小
笠
原
議
員　
21
年
度
の
教
育

行
政
方
針
の
農
林
業
体
験
学
習

の
具
体
的
計
画
を
伺
う
。

教
育
長　
職
業
観
、
勤
労
観
の

育
成
と
、
地
域
理
解
の
推
進
を

重
点
に
掲
げ
て
、
体
験
活
動
を

推
進
す
る
。
地
域
の
協
力
を
得

て
農
林
業
の
体
験
を
実
施
す
る

よ
う
指
導
す
る
。

木
地
技
能
者
の
育
成

小
笠
原
議
員　
漆
産
業
の
維
持

発
展
を
考
え
る
上
で
、
漆
器
の

原
材
料
製
造
の
担
い
手
で
あ
る

木
地
技
能
伝
承
者
の
育
成
を
図

る
べ
き
で
あ
る
。

市
長　
木
地
技
能
伝
承
者
は
市

内
で
は
１
人
従
事
し
て
い
る
が
、

量
産
に
は
対
応
で
き
な
い
。
木

地
か
ら
の一
貫
生
産
を
目
指
す

観
点
か
ら
、
技
能
伝
承
者
の
育

成
を
図
る
必
要
が
あ
り
、
研
修

希
望
者
が
あ
れ
ば
対
応
し
た
い
。

小
笠
原
議
員　
漆
産
業
を
地
域

文
化
と
し
て
残
す
べ
き
だ
。

商
工
観
光
課
長　

希
望
者
が
い

れ
ば
支
援
す
る
。
振
興
の
た
め

市
と
し
て
対
応
す
る
。

３
月
23
日
に
行
わ
れ
た
家
族
経
営
協
定
書
調
印
式

耕作放棄農地を防止する具体策
　　　市が独自に助成策を措置する

八起会　小笠原　壽
ひ さ

 男
お

　議員

 ・農地の耕作放棄対策について
 ・漆工技能者の育成について
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田
中
議
員　
合
併
４
年
目
を
迎

え
る
今
日
、
市
長
の
重
点
施
策

と
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
な
ど

の
評
価
（
実
績
）
な
ら
び
に
期

待
度
を
伺
い
た
い
。

市
長　

新
市
の
将
来
像
で
あ
る

農
と
輝
の
大
地
、
八
幡
平
市
を

実
現
す
る
た
め
の
新
市
建
設
計

画
の
重
点
施
策
、
農
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
な
ど
八
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

位
置
付
け
ら
れ
、
こ
の
う
ち
農

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
地
域
情
報
格
差

解
消
に
か
か
わ
る
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
化

事
業
が
完
了
し
た
。
複
数
年
度

事
業
実
施
期
間
と
し
て
取
り
組

ん
で
い
る
継
続
事
業
が
18
事
業

と
な
って
い
る
。

　

任
期
４
年
間
で
の
事
業
成
果

と
し
て
は
、
農
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

花
き
通
年
出
荷
体
制
整
備
事
業

と
し
て
整
備
し
た
雪
氷
貯
蔵
施

設
と
培
養
研
究
施
設
は
、
20
年

度
４
月
か
ら
稼
動
し
、
日
本
一の

リ
ン
ド
ウ
産
地
と
し
て
名
声
を

強
固
な
も
の
へ
と
貢
献
度
が
期

待
さ
れ
る
。

　

公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
は
、
安
代
地
区
の
コ
ミ
ニ

テ
ィ
ー
バ
ス
の
試
験
運
行
を
20
年

度
か
ら
開
始
し
、
市
民
か
ら
通

院
、
買
物
な
ど
に
利
用
さ
れ
て

い
る
。

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
田
山
ス
ポ
ー
ツ
ゾ
ー
ン
整
備
事

業
で
は
、
矢
神
ジ
ャ
ン
プ
台
を
改

修
し
、
全
国
規
模
大
会
の
貢
献

度
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

出
産
祝
い
金
の
増
額

田
中
議
員　
市
独
自
の
出
産
祝

い
金
（
第
３
子
以
降
）
５
万
円

を
可
と
す
る
も
、今
後
再
考
（
値

上
げ
）
の
意
志
は
な
い
か
。

市
長　
市
独
自
の
施
策
と
し
て
、

次
世
代
を
担
う
若
者
の
定
住
化

を
奨
励
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

第
３
子
以
降
の
出
産
に
は
５
万

円
を
支
給
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
平
成
21
年
度
は
値
上
げ
の

予
定
は
な
い
が
、
市
の
次
世
代

育
成
支
援
行
動
計
画
の
中
で
、

住
民
ニ
ー
ズ
も
踏
ま
え
な
が
ら
、

今
後
新
た
な
方
策
や
、
子
育
て

家
庭
への
支
援
の
拡
大
の
在
り
方

な
ど
を
含
め
て
検
討
し
た
い
。

読
書
は
学
力
の
原
点

田
中
議
員　
読
書
は
学
力
の
原

点
で
あ
る
。
学
校
で
の
読
書
指

導
の
徹
底
、
な
ら
び
に
地
域
の

読
書
普
及
の
構
想
を
伺
い
た
い
。

教
育
長　
読
書
は
学
力
、
思
考

力
、
創
造
力
、
知
識
な
ど
の
源

で
あ
る
認
識
か
ら
、
平
成
20
年

度
に
八
幡
平
市
学
校
教
育
グ
ラ

ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
策
定
し
た
。
こ

の
ほ
か
、
学
校
教
育
の
重
点
項

目
に
読
書
活
動
の
充
実
を
盛
り

込
み
、
読
書
指
導
の
徹
底
を
図
っ

て
い
る
。
ま
た
、
夏
休
み
読
書

マ
ラ
ソ
ン
、
３
歳
児
親
子
の
図
書

館
訪
問
、
子
ど
も
読
書
の
日
の

出
前
お
話
し
会
、
子
ど
も
図
書

館
祭
り
な
ど
で
の
読
書
推
進
、

必
要
図
書
の
整
備
、
市
立
図
書

館
の
充
実
、
松
尾
お
よ
び
安
代

地
区
公
民
館
図
書
室
と
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
化
の
事
業
展

開
を
図
り
、
読
書
普
及
に
誠
心

誠
意
努
め
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
の
質
問
事
項

◎
子
育
て
支
援
対
策
に
つい
て

今
期
の
主
な
事
業
の
評
価
と
期
待
度

　

情
報
格
差
の
解
消
な
ど
実
施　

平成 19 年６月 18 日、大更と田頭の一部で光通信サービスが始まりました

新生会　田 中　榮
え

司
し

夫
お

　議員

 ・合併４年目の事業評価、実績、期待度は
 ・出産祝金の増額について
 ・読書指導の市の徹底策について
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米
田
議
員　

現
状
か
ら
いっ
て
、

雇
用
問
題
が
最
大
の
政
治
課
題

の一つ
で
あ
る
。

　

働
い
て
い
る
時
は
劣
悪
な
待

遇
で
、
し
か
も
雇
い
止
め
自
由

と
い
う
派
遣
労
働
に
象
徴
さ
れ

る
非
正
規
雇
用
な
ど
、
非
人
間

的
と
も
い
え
る
雇
用
が
増
大
し

て
、
働
く
貧
困
層
の
急
激
な
拡

大
が
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

い
わ
ば
、
雇
用
問
題
の
象
徴
は
、

い
わ
ゆ
る
非
正
規
雇
用
が
あ
る
。

こ
の
非
正
規
雇
用
が
自
治
体
職

場
に
お
い
て
も
、
当
然
の
事
と
し

て
急
速
に
拡
大
し
て
き
た
こ
と

を
深
刻
な
問
題
と
し
て
考
え
る

も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
非
常

勤
職
員
の
場
合
に
は
、
年
間
の

勤
務
時
間
が
正
規
職
員
の
４
分

の
３
で
あ
り
な
が
ら
、
給
与
は

月
額
12
万
円
で
年
１
５
０
万
円

弱
で
あ
る
。
結
果
と
し
て
、
何

年
か
継
続
雇
用
に
な
っ
た
と
し

て
も
定
額
で
あ
り
、
手
当
て
は

一
切
無
し
で
あ
る
。
正
規
職
員

は
、
期
末
勤
勉
手
当
だ
け
で
平

均
約
１
５
６
万
円
な
の
で
、
そ

れ
さ
え
も
下
回
る
社
会
的
に
は

貧
困
の
ひ
と
つ
の
基
準
が
年
２
０

０
万
円
と
さ
れ
て
い
る
が
、
ま
さ

に
「
官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
」
そ

の
も
の
で
あ
る
。
こ
う
い
う
実

態
の
抜
本
的
な
改
善
が
必
要
だ

と
認
識
す
る
。

市
長　

20
年
度
に
お
い
て
は
、

正
規
職
員
以
外
の
雇
用
は
２
８

０
人
で
あ
る
。
休
暇
や
健
康
診

断
な
ど
の
待
遇
の
改
善
は
行
う

予
定
で
あ
る
。
資
格
を
有
し
、

専
門
的
な
業
務
に
従
事
す
る
者

の
賃
金
に
つい
て
は
、
検
証
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

米
田
議
員　

総
数
を
見
れ
ば
、

行
政
執
行
上
で
不
可
欠
の
戦
力

に
な
って
い
る
と
い
え
る
。
一部
補

助
的
な
業
務
が
あ
る
に
し
て
も
、

責
任
を
担
って
仕
事
を
し
て
い
る

と
判
断
す
る
。
し
か
し
、一方
で

自
治
体
職
場
に
お
い
て
、
貧
困

層
を
生
み
出
し
て
い
る
実
態
が

あ
る
。

　

本
来
、
雇
う
側
は
働
く
人
が

安
心
し
て
生
活
が
で
き
る
賃
金

を
補
償
す
る
責
任
が
あ
る
。
住

民
の
暮
ら
し
を
守
る
と
い
う
責

任
が
行
政
に
あ
る
が
、
そ
の
職

場
で
働
く
人
が
貧
困
層
に
な
ら

ざ
る
を
得
な
い
と
す
れ
ば
、
雇

用
問
題
の
本
質
的
な
解
決
は
あ

り
得
な
い
。

企
画
総
務
部
長　
非
常
勤
職
員

の
場
合
に
つい
て
は
、
継
続
雇
用

の
問
題
と
か
賃
金
実
態
に
つい
て

は
問
題
を
抱
え
て
い
る
。
政
府

に
よ
る
地
方
公
務
員
法
の
改
正

と
か
、
最
低
賃
金
制
の
大
幅
な

改
善
が
必
要
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。

　

市
で
は
、
事
務
補
助
員
の
ほ
か
、
作
業
員
や
保
育
士
な
ど
、
合
わ
せ
て

　

約
２
８
０
人
を
臨
時
職
員
と
し
て
昨
年
度
雇
用
し
ま
し
た

非正規職員の劣悪な待遇の改善
　　　検証の必要性は認識している

日本共産党　米 田 定
さ だ

 男
お

　議員

 ・雇用問題について
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新
生
会
で
は
、
２
月
中
旬
、
畜
産
振
興
で
ま

ち
づ
く
り
活
性
化
を
推
進
し
て
い
る
九
州
の
２
市

を
行
政
視
察
し
ま
し
た
。

◎
宮
崎
県
小
林
市

　

小
林
市
は
、「
畜
産
な
く
し
て
小
林
市
は
成

り
立
た
な
い
」
と
の
強
い
基
本
理
念
を
掲
げ
て
市

営
牧
場
を
経
営
。
畜
産
に
精
通
す
る
人
材
を
配

置
し
て
、全
国
の
動
向
を
把
握
し
、粗
飼
料
確
保
、

和
牛
育
成
事
業
、
食
肉
セ
ン
タ
ー
、
バ
イ
オ
マ
ス

発
電
な
ど
の
事
業
を
成
功
さ
せ
て
い
ま
し
た
。

◎
鹿
児
島
県
曽そ

於お

市

　

曽
於
市
で
は
、
畜
産
振
興
協
議
会
を
市
と
Ｊ

Ａ
の
負
担
で
運
営
、
参
加
組
織
に
運
営
費
７
０

０
万
円
を
助
成
し
強
化
。
東
洋
一の
家
畜
市
場

を
誇
っ
て
い
ま
す
。
市
単
独
で
「
肉
用
牛
等
資

源
確
保
拡
大
プ
ロ
ジェク
ト
」
を
立
ち
上
げ
、
振

興
事
業
政
策
を
活
発
に
展
開
し
て
い
ま
し
た
。

○
所
感

　

今
回
視
察
を
行
っ
た
２
市
は
、
い
ず
れ
も
本
市

と
総
面
積
が
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
り
、
土
地
の
活
用

と
人
材
育
成
が
大
切
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

八
起
会
で
は
、
２
月
上
旬
、
近
畿
地
方
や
関

東
地
方
の
３
市
な
ど
を
行
政
視
察
し
ま
し
た
。

◎
三
重
県
桑く

わ

名な

市

　

桑
名
市
で
は
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
（
民
間
資
金
を
活
用

し
公
共
施
設
な
ど
を
整
備
す
る
方
法
）
に
よ
る

図
書
館
の
運
営
に
つい
て

研
修
し
ま
し
た
。
県
下

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
施
設
と

蔵
書
を
誇
り
、
開
館
５

年
目
の
現
在
も
、
利
用

者
が
増
加
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
指
定
管
理
者

制
度
と
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ

メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
研
究
課
題
と
の

こ
と
で
し
た
。

◎
奈
良
県
橿か

し

原は
ら

市

　

橿
原
市
で
は
、
議
会

運
営
と
議
会
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
中
継
シ
ス
テ
ム
に

つ
い
て
研
修
し
ま
し
た
。

議
会
内
の
全
役
職
を
、
１
年
任
期
で
交
代
し
て

お
り
、
議
員
の
資
質
向
上
に
つ
な
が
って
い
る
も
の

と
感
じ
ま
し
た
。
議
会
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
シ

ス
テ
ム
に
つい
て
は
、
既
存
の
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
、

低
コ
ス
ト
で
運
営
し
て
い
ま
し
た
。
休
日
議
会
や

夜
間
議
会
な
ど
と
併
せ
て
、
今
後
検
討
す
る
価

値
の
あ
る
内
容
で
し
た
。

◎
東
京
都
稲い

な

城ぎ

市

　

稲
城
市
で
は
、
議
会
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
や

介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
に
つい
て
研
修
し
ま

し
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

中
継
が
始
ま
っ
て
か
ら
、

議
員
の
一
般
質
問
が
増

え
、
議
会
の
活
性
化
に

も
つ
な
がって
い
ま
し
た
。

介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
制
度
に
つい
て
は
、
高

齢
者
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

参
加
す
る
と
ポ
イ
ン
ト

を
付
加
す
る
仕
組
み
で
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
介
護
予

防
を
一石
二
鳥
で
行
っ
て

い
ま
し
た
。

◎
い
わ
て
銀
河
プ
ラ
ザ

　

銀
河
プ
ラ
ザ
で
は
、

県
産
品
の
販
売
状
況
を

確
認
し
ま
し
た
。
順
調
に
売
り
上
げ
を
伸
ば
し

て
お
り
、
観
光
相
談
業
務
も
利
用
者
が
増
加
傾

向
に
あ
り
ま
し
た
。

　

研
修
の
詳
細
は
、
会
派
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（「
八

起
会
」
で
検
索
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

組
織
力
が
地
場
産
業
を
支
え
る

民
間
活
力
で
公
共
施
設
を
整
備

小林市役所で、畜産のまちづくりを勉強しました

曽
於
市
の
畜
舎
を
見
学
し
ま
し
た

PFI による方法で整備された桑名市立中央図書館

新 
生 

会
松
浦
博
幸
（
代
表
）、
三
浦
榮
吉
（
副
代
表
）、

関
義
征
、
工
藤
忠
義
、
関
善
次
郎
、
田
中
榮
司
夫
、

田
村
孝
、
遠
藤
公
雄
、
渡
邊
正
、
工
藤
直
道
、
工
藤
剛

髙
橋
守
（
代
表
）、
勝
又
紘
一
、 

三
浦
正
信
、

小
笠
原
壽
男
、
小
野
寺
昭
一

八 

起 

会

※
今
ま
で
八
起
会
に
所
属
し
て
い
た
工
藤
直
道
議
員
は
、
4
月
1
日
か
ら
新
生
会
所
属
と
な
り
ま
し
た
。
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４
月
９
日
か
ら
10
日
ま
で
、
県
市

議
会
議
長
会
（
会
長
・
工
藤
由
春
盛

岡
市
議
会
議
長
）
の
定
期
総
会
が
本

市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
定
期
総
会
が
本
市
で
開
催
さ

れ
る
の
は
初
め
て
で
、
県
内
13
市
の
正

副
議
長
や
事
務
局
長
な
ど
42
人
が
出

席
。
来
賓
と
し
て
田
村
正
彦
市
長
が

歓
迎
の
言
葉
を
述
べ
た
ほ
か
、
本
市

議
会
の
瀬
川
健
則
議
長
が
総
会
の
議

長
を
務
め
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
事
務
局
が
提
案
し
た

全
議
案
が
全
会
一
致
で
可

決
さ
れ
た
ほ
か
、
各
市
提

出
議
案
と
し
て
、
県
立
病

院
の
医
師
確
保
や
三
陸
縦

貫
自
動
車
道
の
整
備
促
進

な
ど
が
３
市
議
会
か
ら
提

出
さ
れ
、
い
ず
れ
も
、
国

や
県
に
対
し
、
今
後
強
力

に
要
請
を
行
う
こ
と
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

10
日
に
は
、
旧
松
尾
鉱

山
新
中
和
処
理
施
設
の
視

察
を
実
施
。
Ｐ
Ｈ
２
程
度

の
強
酸
性
坑
廃
水
を
鉄
酸

化
バ
ク
テ
リ
ア
の
作
用
で
中

和
処
理
す
る
状
況
を
、
各

市
議
会
の
皆
さ
ん
に
視
察

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

本
市
で
定
期
総
会
開
催

◎１月
▶21日～22日　県市議会議長会臨時総会
▶23日　岩手郡議会議長会との意見交換会

◎２月
▶２日　議員全員協議会、議会運営委員会
▶４日　全国高速自動車道市議会協議会定期総会
▶５日　全国市議会議長会基地協議会東北部会臨時
総会、全国市議会議長会基地協議会第72回総会

▶10日　全国過疎地域自立促進連盟理事会
▶12日　盛岡北部行政事務組合議会全員協議会
▶13日　全国市議会議長会第134回建設運輸委員会
▶16日　会派代表者会議
▶19日　議会運営委員会、政務調査会総務部会
▶20日　盛岡北部行政事務組合議会
▶23日　盛岡広域行政事務組合議会
▶24日～３月18日　市議会第１回定例会

◎３月
▶４日　議会広報特別委員会
▶６日　会派代表者会議
▶10日～16日　予算特別委員会
▶16日　議員全員協議会、
▶27日　議会広報特別委員会

◎４月
▶14日　議会広報特別委員会
▶９日～10日　県市議会議長会理事会・定期総会
▶16日～17日　第61回東北市議会議長会定期総会

◎議会事務局異動（４月１日付）
▶議事係長　伊藤 純子（前農業委員会事務局農業振興係長）

▶市民部児童福祉課副主幹兼児童福祉係長　齋藤 恵美子（前議
会事務局副主幹兼議事係長）

　６月定例会は、６月中旬から約１週間開催します。
　傍聴希望者は、市役所本庁へ当日おいでください。
希望者には、詳しい日程が決まり次第（定例会初日のお
よそ３日前）、ファクスでお知らせします。
　詳しくは議会事務局（☎ 76-2111、内線 1323）まで。

議会の動き（1月〜4月）

期
日
…
平
成
21
年
4
月
9
日
〜
10
日

場
所
…
八
幡
平
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

定
期
総
会
で
は
、瀬
川
議
長
が
総
会
の
議
長
と
な
り

議
事
運
営
の
進
行
役
を
務
め
ま
し
た

県
市
議
会
議
長
会

6月定例会日程（予定）

事
務
局
日
記

　

春
は
別
れ
と
出
会
い
の
季
節
で

す
ね
。
先
日
も
、
新
町
幼
稚
園
が

長
い
歴
史
に
幕
を
下
ろ
し
、
ま
た
、

平
舘
保
育
所
も
私
立
平
舘
保
育
園

と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り

ま
し
た
。
両
施
設
と
も
、
今
ま
で

多
く
の
園
児
が
巣
立
つ
の
を
見
守
っ

て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
後
も

多
く
の
園
児
た
ち
を
見
守
って
い
く

こ
と
で
し
ょ
う
ね
。
ち
な
み
に
、
わ

た
し
が
昔
お
世
話
に
な
っ
た
旧
平

舘
保
育
所
の
跡
地
は
、
今
は
大
泉

院
の
駐
車
場
に
姿
を
変
え
、
別
な

意
味
で
人
々
の
旅
立
ち
を
見
守
って

い
ま
す
。　　
　
　
　
　
　
（
勇
孝
）
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赤坂田駅

あしろ保育所
畑分園

旧畑児童館

JR花輪線

東北自動車道

安　比　川
至
竜
ヶ
森

至
荒
屋
新
町

表　紙　紹　介
あ
と
が
き

大豆油インキを
使用しています。

この用紙は環境にやさしい森林認証紙を
使用しています。

　

１
月
発
行
の
議
会
だ
よ
り
第
14
号
の
本
欄

に
、
同
僚
議
員
が
「
議
会
だ
よ
り
を
読
ん
で

く
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
」
と
、
思
い
を
載
せ
た

と
こ
ろ
、
自
称
・
グ
ラ
ンマ
さ
ん
か
ら
、「
読
ん

で
い
ま
す
よ
」
と
の
メ
ー
ル
が
届
き
ま
し
た
。

「
楽
し
み
に
し
て
い
る
人
も
い
ま
す
。
次
回
の

発
行
を
待
って
い
ま
す
」
と
。
併
せ
て
近
況
も

伝
え
て
い
た
だ
き
、
委
員
一
同
ホ
ッ
と
し
、
う

れ
し
く
思
って
い
ま
す
。
メ
ー
ル
に
は
「
老
女
？

で
す
」
と
自
己
紹
介
し
て
い
ま
し
た
が
、
絵

文
字
に
も
慣
れ
て
い
る
優
し
い
方
と
お
見
受
け

し
ま
し
た
。

議
会
広
報
特
別
委
員
会

　

委
員
長　

髙
橋　

守

　

副
委
員
長　

三
浦
榮
吉

　

委　
　

員　

髙
橋
悦
郎　
　
　

工
藤
直
道

　
　
　
　
　
　

古
川
津
好　
　
　

工
藤　

剛 三 浦  榮 吉

写
真
上
＝
田
山
保
育
所
の
園
児
た
ち

写
真
下
＝
柏
台
の
藤
原
進す

す
むさ
ん
と
そ
の
ご
家

族
（
前
列
左
か
ら
ト
キ
エ
さ
ん
、
拓た

く

海み

君
。

後
列
左
か
ら
進
さ
ん
・
美み

代よ

子こ

さ
ん
夫
妻
、

秀ひ
で

明あ
き

さ
ん
・
奈な

津つ

希き

さ
ん
夫
妻
、
千ち

杏あ

希き

さ

ん
、
優ゆ

う

希き

さ
ん
）

1㎞以上にわたって桜並木が続いています（平成 20 年 4 月 30 日撮影）

　赤坂田の安比川沿いに、地域住民の憩いの場所として親しま
れている桜並木があります。数メートル間隔に植えられた桜の木
が１ｋｍ以上続き、春には、釣りをしながら花見を楽しむ人の姿も
見られます。安比川に架けられているつり橋も、桜並木に華を添
えています。（場所：ＪＲ花輪線赤坂田駅から国道 282 号を荒屋
新町方面に750ｍ進み、あしろ保育所畑分園付近の十字路を
左折。100ｍ先の旧畑児童館付近から徒歩０分）

隠れた名所探訪⑫ 赤
あ か

坂
さ か

田
た

の桜並木


